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【
提
題
】

吉
川
智
志

一　

は
じ
め
に

　

現
在
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
を
通
じ
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
「
結
婚
」
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
と
さ
れ

る
現
行
民
法
等
の
違
憲
性
が
争
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
二
月
一
四
日
に
、
札
幌
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
各
地
方
裁
判
所
で

提
訴
が
な
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
と
し
て
、
そ
の
後
、
同
年
九
月
五
日
に
お
け
る
福
岡
地
裁
で
の
訴
訟
提
起
、
さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年

三
月
二
六
日
に
お
け
る
東
京
地
裁
で
の
第
二
次
訴
訟
の
提
起
を
加
え
て
、
全
国
五
か
所
の
裁
判
所
に
お
い
て
六
件
の
訴
訟
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。
こ
の
【
提
題
】
が
脱
稿
さ
れ
た
二
〇
二
五
年
八
月
三
一
日
現
在
、
六
件
の
地
裁
判
決
の
う
ち
五
件
に
お
い
て
現

行
法
に
つ
い
て
違
憲
ま
た
は
「
違
憲
状
態
」
の
判
断
が
な
さ
れ
、
五
つ
の
高
裁
判
決
す
べ
て
で
違
憲
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

駒
村
圭
吾
は
、
こ
の
一
連
の
訴
訟
に
深
く
関
与
し
て
き
た
憲
法
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
例
え
ば
駒
村
は
、
こ
の
訴
訟
に
お
い
て

「
憲
法
二
四
条
二
項
に
つ
い
て
の
意
見
書
」（

（
（

（
以
下
、「『
憲
法
二
四
条
二
項
』
意
見
書
」）
を
執
筆
し
、「
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
制
度
か

ら
排
除
す
る
合
理
的
な
理
由
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
現
行
制
度
は
憲
法
二
四
条
二
項
に
適
合
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と

の
立
場
を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
連
の
訴
訟
は
、
い
わ
ゆ
る
違
憲
国
賠
訴
訟
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
駒
村
は
、
国
家

賠
償
法
上
の
論
点
に
つ
い
て
も
意
見
書（

（
（

を
提
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
弁
護
団
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
直
接
・
間
接
に
一
連
の

訴
訟
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る（

（
（

。

　

駒
村
自
身
の
述
懐
に
よ
れ
ば
、「
昔
か
ら
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
関
心
が
あ
っ
て
、
二
〇
一
五
年
に
米
国
の
連
邦
最
高
裁
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判
所
が
同
性
婚
を
認
め
な
い
州
法
を
連
邦
憲
法
違
反
と
し
た
『
オ
バ
ー
ゲ
フ
ェ
ル
判
決
（O

bergefell v. H
odges

事
件
判
決
）』
に

つ
い
て
論
評
を
書
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
同
性
婚
の
分
野
の
仕
事
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
」（

（
（

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
二

〇
一
五
年
に
公
表
さ
れ
た
「
同
性
婚
と
家
族
の
こ
れ
か
ら
：
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
決
に
接
し
て
」（

（
（

、
あ
る
い
は
「
同
性
婚
訴
訟
と
憲

法
解
釈
：O

bergefell v. H
odges

事
件
判
決
を
め
ぐ
っ
て
」（

（
（

（
以
下
、「O

bergefell

論
文
」）
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。

　

も
っ
と
も
、
駒
村
は
「
昔
か
ら
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
関
心
」
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
実
際
、
約
二
〇
年
前
の
二
〇

〇
五
年
に
公
表
さ
れ
た
「
法
制
度
の
刷
新
と
市
民
社
会
：
米
国
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
け
る
同
性
婚
論
争
の
帰
趨
」（

（
（

（
以
下
、「『
法
制

度
の
刷
新
』
論
文
」）
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
性
婚
論
争
を
主
題
と
し
た
論
考
を
公
表
し
て
い
る
（
同
性
婚
に
限
ら
な
い
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
法
問
題
に
広
げ
れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
の
業
績
が
あ
る（

（1
（

）。
そ
の
後
も
駒
村
は
、
二
〇
一
五
年
に
至
る
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
性
婚
を
め
ぐ
る
法
改
正
お
よ
び
裁
判
例
の
動
向
を
紹
介
・
分
析
す
る
論
稿
を
継
続
的
に
公
表
し
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
論
稿
と
し
て
は
、「
同
性
婚
論
争
と
ア
メ
リ
カ
」（

（1
（

、「『
意
味
の
秩
序
』
と
平
等
」（
以
下
、「『
意
味
の
秩
序
』
論
文
」）（

（1
（

、「
熟
議

の
担
い
手
と
し
て
の
議
会
と
裁
判
所
」（

（1
（

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
「
同
性
婚
の
分
野
の
仕
事
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
」
っ
た
二
〇
一
五
年
以
降
、
駒
村
の
研
究
業
績
に
は
、
日
本
に
お
け
る

婚
姻
・
家
族
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
論
考
や
判
例
評
釈
が
増
え
て
く
る
。
具
体
的
に
は
、
従
来
の
「
家
族
」
に
関
わ
る
憲
法

判
例
を
通
覧
し
、「
個
人
の
尊
重
」
と
「
個
人
の
尊
厳
」
の
関
係
性
を
分
析
し
た
「
家
族
と
憲
法
：『
個
人
の
尊
重
』
と
『
個
人
の
尊

厳
』
に
寄
せ
て
」（

（1
（

、
夫
婦
同
氏
制
の
憲
法
適
合
性
を
め
ぐ
る
最
大
判
平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
民
集
六
九
巻
八
号
二
四
八
六
頁
の

評
釈（

（1
（

な
ど
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
言
及
し
た
「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
も
、
こ
う
し
た
日
本
法
に
関
す
る
研
究
の
延
長

線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
現
在
、
駒
村
は
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
と
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
の
下
級
審
判
決
へ
の
コ
メ
ン
ト
、

評
釈
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。



90

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）
　

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
同
性
婚
を
め
ぐ
る
憲
法
論
に
関
わ
る
駒
村
の
業
績
を
振
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
時
々
の
議
論
の
特
徴

を
確
認
し
、
ま
た
そ
れ
を
踏
ま
え
た
問
い
を
駒
村
に
ぶ
つ
け
て
み
た
い
。

二　
「
道
徳
立
法
」
と
し
て
の
婚
姻
制
度
と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
討
議

　

ま
ず
は
、
二
〇
〇
五
年
の
「
法
制
度
の
刷
新
」
論
文
を
取
り
上
げ
る
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
論
文
を
含
め
、
同
時
期
に
駒
村
が
公

表
し
た
同
性
婚
に
言
及
す
る
諸
論
稿
は
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
動
向
を
対
象
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
論
稿
に

は
、
も
う
一
つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
道
徳
立
法
」
を
め
ぐ
る
「
討
議
（deliberation

）」
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ
る

に
あ
た
っ
て
の
一
つ
の
素
材
と
し
て
、
同
性
婚
の
問
題
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
「
法
制
度
の
刷
新
」
論
文
は
、
具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
け
る
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
制
度
の
成
立
ま
で

の
政
治
過
程
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
論
文
に
よ
り
つ
つ
経
緯
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
、
ヴ
ァ

ー
モ
ン
ト
州
最
高
裁
は
、
婚
姻
制
度
が
与
え
る
便
益
を
異
性
関
係
に
限
定
し
た
同
州
の
制
度
が
、
同
州
憲
法
の
共
通
便
益
条
項
の
要

請
を
満
た
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
（Baker v. State, 744 A

. 2d 864 

（V
t. 1999

））。
こ
のBaker

判
決
を
契
機
と
し
て
、
同
性

カ
ッ
プ
ル
の
法
的
承
認
を
め
ぐ
る
立
法
過
程
が
開
始
さ
れ
た
。Baker

判
決
は
、
①
既
存
の
婚
姻
制
度
を
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
拡
張
す

る
方
法
と
、
②
婚
姻
と
は
別
個
の
制
度
に
よ
っ
て
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
保
護
す
る
方
法
の
双
方
を
許
容
し
て
い
た
が
、
後
者
が
優
勢
と

な
り
、Baker

判
決
の
当
事
者
も
含
め
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
法
に
賛
成
が
広
が
っ
た
。
立
法
過
程
で
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
保

護
自
体
に
反
対
す
る
勢
力
に
よ
る
過
激
な
非
難
活
動
も
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
も
失
敗
に
終
わ
り
、
ま
た
判
決
を
無
視
す
る
と
い
う
立

場
が
州
議
会
内
で
有
力
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
（
さ
ら
に
、Baker

判
決
を
覆
す
た
め
の
州
憲
法
修
正
と
い
う
選
択
肢
も
と
ら
れ
な
か

っ
た
）。
最
終
的
に
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
二
六
日
、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
初
と
な
る
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
法
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が
成
立
し
た
。

　

以
上
の
政
治
過
程
を
め
ぐ
る
駒
村
の
分
析
な
い
し
評
価
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
よ
う
。

　
「
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
の
立
法
過
程
は
、
法
的
・
道
徳
的
・
宗
教
的
論
点
が
広
汎
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
討
議
の
実
態
も
個
人
的
告

白
か
ら
過
剰
な
示
威
行
動
に
至
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
厚
み
の
あ
る
討
議
が
な
し
え
た
の
は
、
や
は
り
、

Baker

判
決
が
、
共
通
便
益
条
項
の
解
釈
に
基
づ
く
憲
法
原
則
を
提
示
し
た
上
で
、
そ
の
実
現
方
法
を
民
主
的
討
議
過
程
に
委
ね
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。Baker

判
決
に
は
、『
最
高
裁
は
権
利
の
救
済
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
』
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、
道
徳
立
法
の
刷
新

に
関
わ
る
事
例
で
は
、
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
に
広
汎
な
民
主
的
討
議
を
誘
発
さ
せ
る
『
引
き
金
の
役
割
』
を
担
う
こ
と
は
適
切
で
あ
ろ
う
。

が
、
こ
れ
は
法
の
支
配
を
民
主
的
討
議
に
全
面
的
に
譲
り
渡
す
こ
と
で
は
な
い
。『
引
き
金
』
を
引
か
な
け
れ
ば
討
議
は
開
始
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
意
味
で
の
主
導
権
を
裁
判
所
が
握
る
だ
け
で
な
く
、
討
議
を
誘
導
す
る
よ
う
な
『
原
理
』
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
討
議
過
程
を

法
が
支
配
す
る
よ
う
な
舞
台
設
定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
討
議
の
実
体
的
内
容
に
も
一
定
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
裁
判
所

が
具
体
的
救
済
を
命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
主
過
程
の
選
択
肢
を
極
端
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
特
に
道
徳
立
法
を
め
ぐ
る
紛
争
の
場
合
、
適

当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
理
的
規
制
を
受
け
つ
つ
、
一
定
の
幅
を
与
え
ら
れ
た
政
策
オ
フ
プ
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
討
議
を
行
な
う

可
能
性
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
討
議
的
民
主
主
義
の
過
程
は
、
議
会
・
政
府
の
統
治
部
門
、
裁
判
所
、
市
民
社
会
が
共
同
し
て
参
画
で
き

る
政
治
動
態
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。」（

（1
（

　

こ
こ
で
は
裁
判
所
に
よ
る
現
行
制
度
の
違
憲
判
断
が
討
議
の
「
引
き
金
」
と
な
る
こ
と
、
ま
た
裁
判
所
が
そ
れ
を
誘
導
す
る
「
原

理
」
を
示
す
こ
と
、
の
意
義
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
同
時
に
、
婚
姻
制
度
が
有
す
る
「
道
徳
立

法
」
的
性
格
を
理
由
と
し
て
、
裁
判
所
が
「
具
体
的
救
済
」、
す
な
わ
ち
婚
姻
許
可
状
の
発
行
を
命
じ
な
か
っ
た
こ
と
の
積
極
的
意

義
も
ま
た
、
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
一
定
の
幅
を
与
え
ら
れ
た
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
討
議
を
行
な
う
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可
能
性
」
の
意
義
を
説
く
こ
の
論
旨
か
ら
は
、
裁
判
所
が
、
そ
の
憲
法
解
釈
論
と
し
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
直
ち
に
「
婚
姻
」
に
包

摂
す
る
こ
と
を
立
法
者
に
求
め
ず
、
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
の
よ
う
な
代
替
制
度
の
選
択
肢
を
残
し
た
こ
と
も
、
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
診
断
は
、
駒
村
の
素
朴
な
感
覚
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
論
文
に
先
立
ち
、
あ
る
い
は
同

時
並
行
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
、
一
連
の
「
討
議
民
主
政
」
研
究
の
蓄
積
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（

（1
（

。

も
ち
ろ
ん
こ
の
診
断
が
、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ド
州
憲
法
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
日
本
国
憲
法
で
あ
れ
、
実
定
憲
法
の
解
釈
論
と
し
て
示
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
法
的
実
践
を
「
討
議
」
と
い
う
法
外
在
的
視
点
か
ら
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
の
二
つ
の
問
い
を
提
示
し
た
い
。
第
一
に
、
現
在
の
駒
村
も
な
お
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の

婚
姻
制
度
へ
の
包
摂
を
憲
法
上
要
請
す
る
の
で
は
な
く
、
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
等
の
制
度
の
選
択
肢
を
憲
法
上
開
く
こ
と
を
、
望
ま

し
い
討
議
民
主
政
の
実
現
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
第
二
に
、
そ
も
そ
も
駒
村
の
中
で
、
一
連
の
「
討
議
民
主
政
」

研
究
に
基
づ
く
法
制
度
の
刷
新
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
論
は
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
て
い
る
の
か
。

三　
「
意
味
の
秩
序
」
と
同
性
婚

　

次
に
、
二
〇
一
〇
年
に
公
表
さ
れ
た
「
意
味
の
秩
序
」
論
文
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
論
文
の
直
接
的
な
目
的
は
、「
意
味
の
秩
序

と
権
利
義
務
の
秩
序
（
あ
る
い
は
身
分
の
秩
序
）
と
の
…
…
連
関
」、
あ
る
い
は
「
意
味
の
秩
序
の
形
成
・
維
持
・
変
革
の
動
態
に
個

人
と
社
会
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
ら
よ
い
の
か
」（

（1
（

を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
素
材
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
同
性
婚

を
め
ぐ
る
憲
法
判
例
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
こ
に
い
う
「
意
味
の
秩
序
」
と
は
、
駒
村
が
、
石
川
健
治
の
発
言
か
ら
着
想
を
得（

（1
（

、
さ
ら
に
文
化
人
類
学
者
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・

ギ
ア
ー
ツ
（Clifford Geertz

）
に
よ
る
「
文
化
」
の
定
義
も
援
用
し
て
そ
の
意
味
内
容
を
説
明
し
て
き
た
概
念
で
あ
る（

（2
（

。
具
体
的
に

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

　
「
自
由
を
支
え
ま
た
こ
れ
を
制
限
す
る
も
の
を
秩
序
と
呼
ぶ
と
す
る
と
、
自
由
の
秩
序
に
は
さ
し
あ
た
り
、
三
つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

①
身
分
の
秩
序
、
②
権
利
義
務
の
秩
序
、
③
意
味
の
秩
序
、
で
あ
る
。
国
籍
・
成
年
な
ど
の
法
的
身
分
が
自
由
の
可
能
性
を
束
ね
、
基
礎
づ

け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
権
利
や
義
務
の
体
系
が
自
由
を
秩
序
立
て
て
い
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
だ

け
よ
う
。
他
方
で
、
自
由
は
意
味
の
秩
序
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。『
意
味
の
秩
序
』
と
は
、
社
会
通
念
、
世
間
一
般
の
見
解
、

道
徳
秩
序
、
文
化
、
等
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
も
の
を
包
含
し
て
い
る
。」（

（2
（

　
「
意
味
の
秩
序
」
は
、
身
分
の
秩
序
や
権
利
義
務
の
秩
序
と
同
等
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
人
々
の
生
活
を
規
律
し
、
深
い
影

響
を
及
ぼ
す（

（2
（

。
ゆ
え
に
そ
れ
は
、
憲
法
あ
る
い
は
憲
法
学
の
関
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
承
認
と
の
関
係
に
お
い
て
、「
意
味
の
秩
序
」
の
問
題
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
関
係
を
「
婚
姻
」
に
包
摂

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
等
の
制
度
で
足
り
る
と
す
る
か
、
と
い
う
選
択
の
場
面
で
浮
上
す
る
。
駒
村
は
、
こ
の

点
に
関
し
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
け
る
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
制
度
創
設
を
め
ぐ
る
州
最
高
裁
の
勧
告
的
意
見
（O

pinions 

of the Justices to the Senate, 440 M
ass. 1201, 802 N

.E.2d 565
（2004
））
に
着
目
す
る
。
駒
村
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
こ
の
勧

告
的
意
見
は
、
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
制
度
を
創
設
す
る
同
州
の
法
案
に
つ
い
て
、
た
と
え
そ
れ
が
婚
姻
と
同
一
の
法
的
利
益
と
責
任

を
保
障
す
る
制
度
で
あ
っ
て
も
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
「
婚
姻
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
を
許
さ
な
い
こ
と
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
「
二

級
の
身
分
（second-class status

）」
に
留
め
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
当
該
法
案
は
州
憲
法
の
要
求
を
満
た
さ
な
い
と
判
断
し
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た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
上
で
、
駒
村
は
次
の
よ
う
に
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
断
は
「
婚
姻
と
い
う
言
葉
が
構
成
す
る
社
会
的
意
味

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
問

題
」
と
し
た
も
の
で
あ
り
、「
意
味
の
公
平
配
分
そ
の
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
争
点
化
し
」、「
州
議
会
が
留
保
し
よ
う
と
し
た
十
全
の
意
味
秩
序
に

対
し
て
、
憲
法
の
名
の
下
に
再
編
を
迫
っ
た
」
も
の
と
理
解
で
き
る（

（2
（

。
こ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、「
平
等
は
、
権
利
や
身
分
の

秩
序
に
お
け
る
平
等
の
み
な
ら
ず
、
意
味
の
秩
序
の
改
変
要
求
、
換
言
す
れ
ば
、
意
味
の
公
平
分
配
ま
で
を
も
含
む
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
」（

（2
（

と
い
う
問
い
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
文
に
お
い
て
は
、
原
告
の
立
場
へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
る
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
駒
村

は
、
上
記
問
い
に
対
す
る
自
身
の
立
場
を
明
確
に
は
示
し
て
い
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
論
文
は
、
そ
れ
ま
で
政
治
過
程
論
的
な
観

点
か
ら
同
性
婚
論
争
を
分
析
し
て
き
た
議
論
を
一
歩
進
め
て
、
実
体
的
な
憲
法
論
に
も
射
程
を
及
ぼ
す
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
次
に
取
り
上
げ
る
「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
で
は
、
同
性
婚
の
導
入
を
め
ぐ
る
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
の
次
元

に
お
い
て
、
こ
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
を
意
識
し
た
論
旨
は
、
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
希
薄
で
あ
る
。
駒

村
自
身
の
日
本
国
憲
法
解
釈
論
に
お
い
て
、「
意
味
の
公
平
分
配
」
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
。
ぜ
ひ
聞
い

て
み
た
い
。

四　
「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書

　

駒
村
は
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
に
お
い
て
、
現
行
法
に
つ
い
て
実
体
的
な
憲
法
的
評
価
を
示
し
た
意
見
書
を
提

出
し
て
い
る
。
こ
の
「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
に
付
さ
れ
た
日
付
は
二
〇
二
〇
年
七
月
二
七
日
で
あ
り
、
既
に
五
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
駒
村
の
見
解
に
は
変
化
が
生
じ
、
あ
る
い
は
精
緻
化
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
れ
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で
も
こ
の
意
見
書
は
、
本
稿
の
課
題
と
の
関
係
で
は
最
重
要
の
テ
キ
ス
ト
だ
と
言
え
よ
う
。

　
「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
で
示
さ
れ
た
駒
村
の
立
場
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
現
行
法
制
の
違
憲
説
で
あ
り
、
更
に
進
ん
で
、

同
性
婚
導
入
要
請
説
が
示
唆
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

駒
村
は
ま
ず
、
同
性
婚
導
入
禁
止
説
、
す
な
わ
ち
憲
法
二
四
条
に
よ
っ
て
同
性
婚
の
導
入
が
憲
法
上
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
説
を
斥

け
る
。
駒
村
に
よ
れ
ば
、
憲
法
二
四
条
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
確
か
に
「
両
性
」（
一
項
）
と
い
う
言
葉
は
「
男
女
」
の
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
た（

（2
（

。
し
か
し
、
仮
に
制
定
過
程
の
議
論
に
重
み
が
与
え
ら
れ
る
と
し
て
も
「
制
定
過
程
を
一
貫
し
て
同
性
婚
の
可
否

と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
婚
姻
を
異
性
婚
に
限
定
す
る
と
い
う
積
極
的
判
断
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な

い
」
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
同
性
婚
禁
止
の
趣
旨
を
読
み
込
む
べ
き
で
は
な
い（

（2
（

。
以
上
の
議
論
は
、
学
説
に
お
け
る
多
く
の
同

性
婚
導
入
許
容
説
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
も
、
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
駒
村
は
、
現
行
法
制
の
違
憲
性
を
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
は
、
憲
法
一
三
条
、
憲
法
一
四
条
一
項
、
二
四
条
一
項
お
よ

び
二
項
を
縦
横
に
援
用
す
る
入
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
な
り
に
纏
め
れ
ば
、
次
の
通
り
と
な
る
。

【
1
】�　

現
行
法
制
の
問
題
点
は
「
異
性
カ
ッ
プ
ル
と
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
に
お
い
て
別
異
に
取
り
扱
っ
て
い
る
」（

（2
（

点
に
見
出
さ
れ
、
こ
の

別
異
取
扱
い
が
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
な
い
か
が
問
題
と
な
る
。
憲
法
一
四
条
一
項
は
、
別
異
取
扱
い
に
対
し
て
合
理
的
根
拠
を

求
め
る
が
、
こ
の
合
理
的
根
拠
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
は
、
憲
法
二
四
条
一
項
お
よ
び
二
項
が
関
連
性
を
持
つ
。

【
2
】�　

裁
判
所
は
、
現
行
法
制
の
合
理
的
根
拠
を
、
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
件
の
別
異
取
扱
い
（
区
別
）
は
、

①
関
連
す
る
法
益
・
身
分
が
「
重
要
な
法
的
地
位
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
②
当
事
者
の
「
自
ら
の
意
思
や
努
力
に
よ
っ
て
は
変
え

る
こ
と
の
で
き
な
い
」
事
柄
に
基
づ
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
国
籍
法
違
憲
判
決
〔
最
大
判
平
成
二
〇
年
六
月
四
日
民
集
六
二
巻
六
号

一
三
六
七
頁
〕
参
照
）。
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【
3
】�　

右
①
に
つ
い
て
、
憲
法
一
三
条
は
親
密
な
人
的
結
合
の
権
利
を
保
障
し
て
お
り
、「
婚
姻
」
は
こ
れ
に
公
的
承
認
と
保
護
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
憲
法
上
「
重
要
な
地
位
」
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
婚
姻
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
憲
法
二
四

条
一
項
の
「
趣
旨
に
照
ら
し
、
十
分
に
尊
重
に
値
す
る
も
の
」
と
さ
れ
た
「
婚
姻
を
す
る
に
つ
い
て
の
自
由
」（
再
婚
禁
止
違
憲
判
決

〔
最
大
判
平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
民
集
六
九
巻
八
号
二
四
二
七
頁
〕）
の
「
直
接
的
制
約
」
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以

上
か
ら
、
合
理
的
根
拠
の
有
無
の
判
断
は
「
慎
重
」
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（2
（

。

【
4
】�　

右
②
に
つ
い
て
、
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
は
、「
個
人
の
性
自
認
や
性
的
指
向
性
に
深
く
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
人
の
意
思
や
努
力
で
変
更
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
変
更
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
」（

（3
（

。

【
5
】�　

以
上
か
ら
、
一
四
条
一
項
の
下
、
別
異
取
扱
い
（
区
別
）
の
合
理
的
根
拠
の
有
無
が
「
厳
格
に
」
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、

「
本
件
は
婚
姻
制
度
の
あ
り
方
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
以
上
、
二
四
条
二
項
の
規
定
す
る
立
法
要
請
な
い
し
立
法
指
針
で
あ
る
『
個
人

の
尊
厳
』
に
照
ら
し
て
、
慎
重
に
そ
の
合
理
性
を
判
定
す
る
必
要
」（

（3
（

が
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
異
性
婚
を
法
制
化
す
る
こ
と
に
合

理
的
根
拠
が
あ
る
の
か
で
は
な
く
、「
同
性
婚
を
排
除
す
る
こ
と
」
に
合
理
的
根
拠
が
あ
る
の
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（3
（

。
こ
の

点
、「
婚
姻
は
異
性
間
で
行
う
べ
き
も
の
と
い
う
伝
統
的
観
念
、
あ
る
い
は
、
婚
姻
は
子
を
産
み
育
て
る
こ
と
を
前
提
に
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
観
念
、
が
挙
げ
ら
れ
る
可
能
性
」
が
あ
る
が
、
後
者
は
「
お
よ
そ
合
理
的
と
い
え
〔
な
い
〕」（

（3
（

。
前
者
に
つ
い
て
二
四
条
の
文

言
を
理
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
非
嫡
出
子
法
定
相
続
差
別
違
憲
決
定
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
国
会
に
は
、「
二
四
条
二

項
の
定
め
る
『
個
人
の
尊
厳
』
に
照
ら
し
た
立
法
す
べ
き
義
務
」
が
あ
る
以
上
、
婚
姻
を
異
性
愛
者
間
に
限
定
す
る
「
国
民
意
識
」
を

理
由
と
し
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
婚
姻
を
否
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い（

（3
（

。

【
6
】�　

結
論
と
し
て
、「
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
制
度
か
ら
排
除
す
る
合
理
的
な
理
由
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
現
行
制
度
は
憲
法
二
四
条

二
項
に
適
合
し
な
い
」（

（3
（

。

　

様
々
な
観
点
か
ら
の
検
討
を
要
す
る
論
旨
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
す
べ
き
一
点
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
駒
村
が
【
3
】
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に
お
い
て
、
現
行
法
に
つ
い
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
と
の
関
係
で
「
婚
姻
を
す
る
に
つ
い
て
の
自
由
」
の
「
直
接
的
制
約
」
に
な
っ
て

い
る
と
評
価
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
、
駒
村
に
お
い
て
、「
婚
姻
を
す
る
に
つ
い
て
の
自
由
」
に
い
う
「
婚
姻
」
に
は
同
性

婚
も
含
ま
れ
て
い
る
と
の
理
解
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
の
根
拠
と
し
て
、
駒
村
は
二
つ
の
論
拠
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決
で
あ
る
。
駒
村

は
、
同
判
決
が
「
婚
姻
を
す
る
に
つ
い
て
の
自
由
」
に
つ
い
て
、
既
存
の
「
所
与
の
婚
姻
制
度
の
合
理
性
を
吟
味
す
る
こ
と
も
可
能

に
す
る
レ
ベ
ル
の
権
利
と
し
て
理
解
」（

（3
（

し
て
い
た
点
を
強
調
す
る
。
第
二
は
、
意
見
書
の
別
の
部
分
に
記
さ
れ
た
論
理
で
あ
り
、

「
一
三
条
に
よ
っ
て
二
四
条
一
項
の
解
釈
が
補
正
さ
れ
、
結
果
、
同
項
の
『
婚
姻
の
自
由
』
の
保
護
範
囲
も
拡
張
さ
れ
る
」（

（3
（

と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
駒
村
の
議
論
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判

決
が
「
憲
法
二
四
条
一
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
十
分
尊
重
に
値
す
る
も
の
」
と
解
し
た
「
婚
姻
を
す
る
に
つ
い
て
の
自
由
」

と
は
、「
婚
姻
を
す
る
か
ど
う
か
、
い
つ
誰
と
婚
姻
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間
の
自
由
か
つ
平
等
な
意
思
決
定
に
委
ね
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
既
存
の
婚
姻
制
度
を
丸
ご
と
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
点
は
正
し
い
。
他
方
で
、
憲
法
解
釈
上
、
そ
こ
に
い
う
「
婚
姻
」
に
同
性
婚
が
含
ま
れ
る
の
か
は
別
途
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
点
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
文
言
が
異
性
婚
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
は
こ
れ
を
否
定
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ

た
。
少
な
く
と
も
、
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決
を
援
用
す
る
だ
け
で
は
、
明
ら
か
に
説
明
と
し
て
不
足
し
て
い
る
（
同
判
決
は
、
少

な
く
と
も
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
異
性
婚
を
念
頭
に
置
い
て
「
婚
姻
を
す
る
に
つ
い
て
の
自
由
」
を
示
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
）。

そ
う
す
る
と
、
後
者
の
論
拠
の
成
否
が
、
こ
こ
で
の
駒
村
の
議
論
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
次
節
に
お
け
る

駒
村
の
札
幌
高
裁
判
決
へ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
と
の
関
係
で
、
改
め
て
問
い
と
し
て
提
示
し
て
み
た
い
。
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五　
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
下
級
審
判
決
へ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー

　
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
に
関
し
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
本
【
提
題
】
脱
稿
時
点
で
六
つ
の
地
裁
判
決
と
五
つ

の
高
裁
判
決
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
地
裁
判
決
を
除
く
す
べ
て
の
判
決
に
お
い
て
、
現
行
制
度
に
つ
い
て
違
憲
あ
る
い
は
「
違
憲

状
態
」
の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。
駒
村
は
、
各
判
決
に
つ
い
て
、
新
聞
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
め
る
と
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
公

表
し
て
き
た
が
、
文
章
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
札
幌
高
裁
判
決（

（3
（

を
受
け
て
執
筆
さ
れ
た
「
同
性
婚
訴

訟
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
：
札
幌
高
裁
判
決
を
い
か
に
受
け
止
め
る
か
」（

（3
（

と
札
幌
高
裁
判
決
と
東
京
（
第
一
次
訴
訟
）
高
裁
判
決（

（4
（

を
論

評
し
た
「
同
性
婚
訴
訟
、
ふ
た
つ
の
高
裁
判
決
：
高
裁
判
事
た
ち
の
挑
戦
と
そ
こ
に
宿
る
陥
穽
」（

（4
（

（
以
下
、「『
陥
穽
』
論
文
」）
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
駒
村
の
最
新
の
立
場
を
示
す
論
考
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

札
幌
高
裁
判
決
は
、
同
性
者
間
の
婚
姻
を
認
め
て
い
な
い
民
法
及
び
戸
籍
法
に
つ
い
て
、
憲
法
二
四
条
一
項
及
び
二
項
、
並
び
に

憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。
駒
村
は
、
札
幌
高
裁
判
決
の
憲
法
二
四
条
一
項
論
、
と
り
わ
け
憲
法
二
四
条
一
項
に

つ
い
て
「
人
の
人
と
の
間
の
婚
姻
の
自
由
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
性
間
の
婚
姻
に
つ
い
て
も
、
異
性
間
の
婚
姻
と
同
程
度
に

保
障
す
る
趣
旨
」
と
解
し
た
部
分
に
注
目
し
、
こ
の
点
に
相
当
の
紙
幅
を
割
い
て
論
評
し
て
い
る
。

　

意
外
な
の
は
、
駒
村
が
札
幌
高
裁
判
決
の
憲
法
二
四
条
一
項
論
に
「
違
和
感
」
を
表
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

「
本
判
決
が
、
二
四
条
一
項
の
文
言
―
―
『
両
性
』
と
『
夫
婦
』
―
―
と
実
は
き
ち
ん
と
対
決
し
な
い
ま
ま
、『
個
人
の
尊
重
』
と

『
個
人
の
尊
厳
』
と
い
う
抽
象
的
な
原
理
に
依
拠
し
て
、
異
性
間
と
同
性
間
の
婚
姻
の
自
由
を
同
等
に
認
め
る
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
を
行
っ
た
」（

（4
（

か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
文
言
と
の
誠
実
な
対
峙
と
い
う
裁
判
官
の
職
責
の
真
ん
中
に
あ
る
は
ず
の
作
業
を

ス
キ
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（

（4
（

と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
札
幌
高
裁
判
決
は
、
憲
法
を
含
む
法
令
の
解
釈
に
お
い
て

「
文
言
や
表
現
の
み
で
な
く
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
解
釈
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
文
言
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の
意
義
を
相
対
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

筆
者
と
し
て
確
認
し
た
い
の
は
、
上
記
の
批
判
の
核
心
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
現
在
の
駒
村
の
立
場
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
現
在
の
駒
村
は
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
下
で
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
「
婚
姻
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
か
つ
て
の
見

解
か
ら
、
距
離
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る（

（4
（

。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
を
書
い
た
五
年

前
か
ら
一
定
の
立
場
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
判
決
の
コ
メ
ン
タ

リ
ー
か
ら
離
れ
て
、
駒
村
自
身
が
現
在
、
現
行
法
を
違
憲
と
説
明
す
る
際
に
、
い
か
な
る
憲
法
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
の
か
。
こ
う

し
た
点
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

他
方
で
、
札
幌
高
裁
に
よ
る
憲
法
二
四
条
一
項
論
へ
の
駒
村
の
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
文
言
か
ら
の
逸
脱
そ
れ
自
体
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
文
言
と
十
分
に
対
決
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
決
が
必
要
な
の
か
。

「
陥
穽
」
論
文
に
も
そ
の
一
端
は
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
聞
い
て
み
た
い
。
さ
ら
に
そ
の
際
に
は
、

「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
で
示
さ
れ
て
い
た
《
一
三
条
に
よ
る
二
四
条
一
項
の
補
正
》
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
、
意

見
書
執
筆
時
点
以
降
の
議
論
の
進
展
も
踏
ま
え
つ
つ
、
再
度
敷
衍
し
て
ほ
し
い
。

六　

ま
と
め

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
駒
村
が
過
去
二
〇
年
間
に
執
筆
し
て
き
た
同
性
婚
を
め
ぐ
る
研
究
業
績
を
振
り
返
り
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
問

い
を
提
示
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
上
記
の
問
い
は
、
駒
村
の
論
考
に
つ
い
て
私
な
り
に
関
心
に
基
づ
い
て
、
あ
る
意
味
で
つ
ま
み
食

い
的
に
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。【
対
話
】
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
、
よ
り
幅
広
く
論
点
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い



100

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）

け
れ
ば
と
思
う
。

【
対
話
】

駒
村
圭
吾
・
吉
川
智
志

一　

同
性
婚
問
題
へ
の
接
近

吉
川
：
　
今
回
、
駒
村
先
生
の
研
究
業
績
を
振
り
返
っ
て
議
論
を
す
る
と
い
う
こ
の
企
画
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
か
悩
ん
だ
の
で
す
が
、
最
終
的
に
「
同
性
婚
」
あ
る
い
は
こ
れ
を
め
ぐ
る
訴
訟
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
　

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
も
ち
ろ
ん
、
現
状
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
、
婚
姻
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
法
的
保

護
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
著
し
い
不
正
義
が
日
本
に
あ
る
中
で
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
が
進
行
し
て

お
り
、
地
裁
と
高
裁
か
ら
注
目
す
べ
き
判
決
が
次
々
に
出
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
の
問
題
自
体
が
社
会
的
に
も
憲
法
学

的
に
も
非
常
に
重
要
だ
か
ら
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
駒
村
先
生
が
現
在
、
最
も
力
を
注
い
で
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
が
こ
れ
だ
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
　

た
だ
、
同
性
婚
に
関
す
る
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
改
め
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
駒
村
憲
法
学
を
振
り

返
る
た
め
に
、
非
常
に
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
問
題
は
先
生
の
憲
法
学

の
重
要
な
側
面
に
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
駒
村
憲
法
学
の
展
開
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
横
大
道
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先
生
の
論
考（

（4
（

で
直
接
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
後
の
対
談
で
も
詳
し
く
扱
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
【
提
題
】
で
も
示

し
た
通
り
、
同
性
婚
を
め
ぐ
る
論
点
は
、「
討
議
民
主
政
」
研
究
（
ま
た
そ
れ
と
結
び
つ
く
「
道
徳
立
法
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
）、

「
意
味
の
秩
序
」
論
、
そ
し
て
最
近
の
憲
法
と
家
族
制
度
を
め
ぐ
る
研
究
な
ど
、
多
く
の
業
績
に
直
接
・
間
接
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
　
【
提
題
】
で
は
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
雑
多
な
問
い
か
け
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
個
別
の
論
点
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
う
前

に
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
あ
る
い
は
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
保
護
の
問
題
、
そ
し
て
こ
の
訴
訟
へ
の
先
生
ご

自
身
の
関
わ
り
が
、
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
歩
み
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
あ
た
り
か
ら
お

話
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
吉
川
さ
ん
が
「
駒
村
憲
法
学
」
と
い
う
表
現
を
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
か
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
（
笑
）。
そ
れ
ほ
ど

斯
界
に
屹
立
し
た
業
績
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
自
分
の
名
前
を
付
し
て
語
れ
る
ほ
ど
憲
法
学
を
極
め
た
と
い
う
実
感

も
虚
栄
心
も
な
い
で
す
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
憲
法
学
と
い
う
巨
峰
は
そ
う
簡
単
に
踏
破
で
き
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
だ
け
の
理

性
は
持
ち
得
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
勘
弁
を
。
と
も
あ
れ
、
ご
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
よ
り
は
長
く
憲

法
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
重
ね
た
馬
齢
や
書
き
散
ら
し
た
駄
文
も
そ
れ
な
り
の
カ
サ
を
占
め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す

か
ら
、「
駒
村
の
憲
法
行
脚
の
道
行
き
」
と
い
う
程
度
で
お
ゆ
る
し
を
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

さ
て
、
ご
質
問
に
対
す
る
回
答
で
す
が
、
瑞
慶
山
さ
ん
の
提
題
に
対
す
る
対
話
篇
の
冒
頭
で
、
大
学
院
生
の
頃
の
話
し
を
少
し

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
選
択
は
確
固
た
る
決
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
…
…
と
言
え
ば
か
っ
こ
い
い
の
で
す
が
、
決
し
て
そ
の
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
流
れ
や
は
ず
み
で
そ
う
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
あ
る
と
す
れ
ば
一
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
よ
う
な
も
の

を
後
付
け
で
発
見
で
き
る
程
度
の
も
の
で
す
。
私
の
研
究
関
心
は
広
い
と
言
え
ば
広
く
、
留
学
中
、「
あ
な
た
の
研
究
関
心
は
？
」

と
聞
か
れ
て
、
よ
く
「
憲
法
の
教
科
書
の
目
次
の
す
べ
て
に
関
心
が
あ
り
ま
す
」
と
答
え
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
れ
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が
実
際
の
と
こ
ろ
で
、
あ
と
は
依
頼
さ
れ
た
原
稿
は
基
本
、
断
ら
な
い
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を
採
用
し
て
き
た
と
い
う
事
実
は
あ
り

ま
す
。

　
　

そ
ん
な
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
、
同
性
婚
訴
訟
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
路
程
を
回
顧
的
に
探
っ
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の

伏
線
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
ね
。

　
　

第
一
に
、
井
上
達
夫
先
生
の
法
哲
学
に
出
会
い
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
読
書
会
を
主
宰
し
、
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
の
著
書

を
読
み
か
つ
書
評
論
稿
を
書
い
た
時
代
、
こ
れ
は
主
に
白
鷗
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
時
代
で
す
が
、
す
こ
し
法
哲
学
好
い
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
井
上
／
ロ
ー
ル
ズ
的
な
善
（good

）
と
正
（just, right

）
の
区
別
は
私
に
と
っ
て
は
か
な
り
決
定
的
な
意

味
を
持
つ
思
考
様
式
で
し
た
。
こ
の
枠
組
に
立
ち
つ
つ
も
、
サ
ン
デ
ル
的
な
世
界
に
も
魅
力
を
感
じ
、
公
共
善
（public good

）

や
、
そ
の
よ
う
な
公
共
的
ス
テ
ー
タ
ス
に
登
り
つ
め
る
こ
と
を
標
榜
す
る
特
定
の
善
の
構
想
を
ど
う
扱
う
の
か
、
こ
う
い
っ
た
問

題
を
敬
し
て
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
く
に
引
き
寄
せ
て
鋳
直
す
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
そ
れ
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
民
主

的
討
議
の
原
動
力
に
で
き
な
い
か
…
…
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
固
有
の
公
共
討
議
の
モ
ー
ド
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
方
向
の
も
の
だ
ろ
う
と
。
こ
れ
は
現
時
点
で
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
中
で
、「
結
婚
」「
婚
姻
」
と
い
う
も
の
の
位
相
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
私
は
「
結
婚
」

や
「
婚
姻
」
を
、
単
な
る
特
定
の
善
き
生
き
方
の
パ
タ
ー
ン
で
は
な
く
、
正
義
概
念
と
の
照
合
を
問
わ
れ
続
け
、
な
お
一
定
の
公

共
性
を
保
持
し
得
る
善
の
構
想
、
つ
ま
り
、
普
遍
的
な
善
の
モ
ー
ド
と
し
て
正
義
概
念
と
の
整
合
を
標
榜
す
る
「
基
本
善

（prim
ary goods

）」
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、「
婚
姻
」
や
「
結
婚
」
と
い
う
制
度
は
、
決

し
て
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
正
義
概
念
に
よ
っ
て
査
定
を
受
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
動
態
的
な
概
念
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
変
容
に
開
か
れ
た
も
の
な
ん
で
す
ね
。

　
　

第
二
に
、
そ
の
こ
ろ
外
国
文
献
の
中
で
「
親
密
さ
（intim

acy

）」
と
い
う
言
葉
を
ち
ら
ち
ら
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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具
体
的
な
論
点
は
同
性
愛
者
の
親
密
圏
を
法
的
に
ど
の
よ
う
に
保
護
す
る
か
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
直
感
的
に
興
味
深
い
論
点
だ
と
思
い
、
当
時
の
指
導
下
に
あ
っ
た
院
生
や
周
囲
の
研
究
者
に
、
研
究
し
て
み
る
こ
と

を
す
す
め
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
な
た
も
食
指
を
の
ば
し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
自
身

が
手
を
出
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
岡
田
順
太
さ
ん
が
、
私
の
勧
め
と
は
別
に
自
発
的
に
、「
親
密
な
結
合
（intim

ate 

association
）」
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
こ
の
論
点
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

　
　

第
三
に
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
意
見
書
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
公
共
訴
訟
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
最
初
の
依
頼
は
、
お
そ
ら
く
国
旗
国
歌
起
立
斉
唱
事
件
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
窓
を
離
れ
、
自
分
の
研
究

成
果
の
一
種
の
社
会
還
元
と
い
う
つ
も
り
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
研
究
と
裁
判
は
、
も
ち
い
る
リ
ソ
ー
ス
も
言
葉
遣

い
も
異
な
り
ま
す
が
、
い
か
に
裁
判
官
の
琴
線
に
触
れ
る
言
葉
を
研
究
者
が
つ
む
げ
る
か
、
を
常
に
意
識
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
と
重
な
る
の
で
す
が
、
慶
應
義
塾
の
常
任
理
事
を
拝
命
し
て
お
り
、
法
務
担
当
で
し
た
の
で
、
公
共
訴
訟
と

は
異
な
る
分
野
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
法
実
践
に
関
わ
る
こ
と
が
大
学
で
の
業
務
で
も
増
え
て
き
た
こ
と
も
、
何
か
作
用
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
裁
判
で
有
効
な
言
葉
と
理
路
を
発
見
す
る
と
い
う
法
律
家
的
な
思
考
は
、
私
自
身
に
と
て
も

向
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
も
事
実
で
す
。
孤
独
に
学
問
を
し
モ
ノ
を
書
く
の
も
好
き
で
す
が
、
他
方
で
、
チ
ー
ム
で
仕
事
を

し
、
達
成
感
や
結
果
を
共
有
す
る
仕
事
も
好
き
な
の
で
す
。

　
　

そ
う
い
っ
た
三
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が
合
流
し
た
地
点
に
同
性
婚
訴
訟
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

吉
川
：
　「
あ
な
た
の
研
究
関
心
は
？
」
と
い
う
質
問
に
「
憲
法
の
教
科
書
の
目
次
す
べ
て
に
関
心
が
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
た
、
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
と
て
印
象
的
で
し
た
。
書
い
て
き
た
も
の
が
特
定
の
分
野
に
偏
っ
て
い
る
私
の
よ
う
な
者
が
同
じ
こ
と
を
言

っ
て
も
噓
く
さ
く
な
る
の
で
す
が
、
駒
村
先
生
の
研
究
業
績
を
見
れ
ば
、
そ
の
答
え
に
は
大
い
に
納
得
が
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

「
駒
村
憲
法
学
」
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
応
答
は
ご
謙
遜
か
と
思
い
ま
す
が
、「
憲
法
行
脚
の
道
行
き
」
と
い
う
の
は
先
生
ら
し
い
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魅
力
的
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
す
の
で
、
本
章
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
流
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
（
笑
）。

二　

基
本
善
構
築
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て

吉
川
：
　
さ
て
、
伏
線
と
し
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
第
一
点
、《
婚
姻
（
制
度
）
は
基
本
善
の
ひ
と
つ
だ
》
と
い
う
ご
主
張
は
、
駒

村
先
生
の
複
数
の
論
文（

（4
（

に
出
て
く
る
も
の
で
す
ね
。
改
め
て
伺
っ
て
、
先
生
の
こ
の
年
来
の
主
張
の
含
意
を
、
し
っ
か
り
と
理
解

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
のO

bergefell

論
文
で
は
、「m

arriage

と
そ
の
制
度
化
で
あ
る
婚
姻
制
度
は
、
ジ
ョ

ン
・
ロ
ー
ル
ズ
が
言
う
と
こ
ろ
の
基
本
善
（prim
ary goods

）
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
得
る
の
で
は
な
い
か
」（

（4
（

と
さ
れ
て
お
り
、
先

生
の
い
う
基
本
善
は
、
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
るprim

ary goods

―
―
定
訳
な
い
し
標
準
的
理
解
と
し
て
は
「
基
本
財
」
で
し
ょ
う

か
（
（4
（

―
―
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
別
の
論
稿
で
す
が
、
先
生
は
、
こ
の
「
基
本
善
」
の
内
実
を
実
質
的
な
討
議
を

通
じ
て
再
構
築
し
て
い
く
過
程
を
《
基
本
善
構
築
ゲ
ー
ム
》
と
呼
ん
で
お
り（

（4
（

、
そ
れ
が
ま
た
駒
村
先
生
流
の
討
議
民
主
政
と
結
び

付
い
て
い
る
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
ロ
ー
ル
ズ
へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
あ
た
り
に
、
訳
語
の
選
択
も
含
め
、
換
骨
奪
胎

が
あ
る
の
か
な
と
想
像
し
ま
し
た
。
ま
た
、
婚
姻
制
度
の
問
い
直
し
と
い
う
文
脈
で
は
、
例
え
ば
日
本
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る

ブ
レ
イ
ク
（Elizabeth Brake

）
の
「
最
小
結
婚
」
論
が
、
ケ
ア
関
係
の
社
会
的
基
盤
をsocial prim

ary goods

と
見
た
上
で
、

ポ
リ
ア
モ
リ
ー
の
人
々
の
法
的
承
認
を
含
む
、
婚
姻
法
の
大
幅
な
再
編
成
を
提
唱
し
て
い
る
わ
け
で
す
が（

（5
（

、
こ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
が
、
先
生
か
ら
ど
う
見
え
て
い
る
の
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
　

さ
て
、
こ
の
流
れ
で
、
私
が
【
提
題
】
で
掲
げ
た
駒
村
憲
法
学
、
も
と
い
先
生
の
「
憲
法
行
脚
の
道
行
き
」
へ
の
問
い
に
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、
先
生
は
「
法
制
度
の
刷
新
」
論
文
に
お
い
て
、
憲
法
典
や
憲
法
解
釈
の
水
準

で
婚
姻
の
意
味
内
容
を
固
定
し
な
い
こ
と
を
、
討
議
民
主
政
の
観
点
か
ら
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
あ
え
て
日
本
国
憲
法
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の
文
脈
に
引
き
直
せ
ば
、
こ
れ
は
一
方
で
は
、
憲
法
上
の
婚
姻
概
念
が
未
決
定
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、
い
わ
ゆ
る
同

性
婚
禁
止
説
を
戒
め
る
も
の
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
他
方
で
、
憲
法
二
四
条
を
通
じ
て
で
あ
れ
、
一
三
条
・
一
四
条
を
通
じ
て
で

あ
れ
、
同
性
婚
を
憲
法
上
要
請
す
る
立
場
と
、
先
生
が
支
持
す
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
討
議
民
主
政
は
相
容
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
そ
う
で
す
。

　
　

も
ち
ろ
ん
、
実
定
憲
法
の
解
釈
論
や
違
憲
審
査
論
と
、
討
議
民
主
政
の
観
点
か
ら
の
望
ま
し
さ
は
、
レ
ベ
ル
の
異
な
る
議
論
だ

と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
駒
村
圭
吾
と
い
う
一
つ
の
人
格
に
お
い
て
、
両
者
の
視
点
が
ま
っ
た
く
無
関
係
に

存
在
し
て
い
る
と
割
り
切
れ
る
の
か
、
そ
の
間
に
何
ら
か
の
理
論
的
な
連
絡
が
あ
る
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
じ
問
題

は
、
先
ほ
ど
の
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
承
認
の
当
否
を
め
ぐ
る
法
哲
学
的
議
論
と
、
同
じ
問
題
の
憲
法
解
釈
論
と
の
関
係
で
も

生
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
群
に
つ
い
て
、
駒
村
先
生
の
ス
タ
ン
ス
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。

駒
村
：
　
私
の
基
本
的
な
構
想
に
と
っ
て
最
も
核
心
を
突
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
同
性
婚
問
題

を
離
れ
て
、
基
本
善
と
公
共
的
討
議
に
つ
い
て
の
一
般
論
か
ら
答
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
私
と
し
て
も
確
た
る
結
論
あ
る

い
は
見
通
し
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
く
ま
で
今
ま
で
考
え
て
き
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
雑
記
す
る
程
度
の
も

の
に
な
り
ま
す
点
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

基
本
善
の
発
想
は
ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
』
か
ら
得
て
い
ま
す
。
あ
の
大
部
の
本
で
展
開
さ
れ
て
い
る
彼
の
主
張
は
委
細
に
入
り

込
む
と
か
な
り
不
鮮
明
で
多
義
的
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
理
論
家
は
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
の
よ
う
な
例
外
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
《
こ

ち
ら
が
当
て
る
プ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
色
合
い
が
変
わ
る
》
書
き
方
を
し
ま
す
。
ロ
ー
ル
ズ
も
そ
う
で
、
ロ
ー
ル
ズ
か
ら
得
ら
れ
た

何
か
を
自
分
の
ア
タ
マ
の
中
で
再
構
成
す
る
と
こ
れ
こ
れ
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
ロ
ー
ル
ズ
自
身
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
分
っ
て
な
い
の
で
は
な
い
か
（
笑
）
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
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か
ら
ね
。
こ
の
点
、「
正
」
と
「
善
」
の
二
分
論
は
前
期
ロ
ー
ル
ズ
で
は
、
比
較
的
明
瞭
な
提
案
と
し
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
二
分
法
を
、
重
合
的
合
意
（overlapping consensus

）
や
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（political liberalism

）
を
通
じ

て
、
曖
昧
化
あ
る
い
は
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
の
が
後
期
ロ
ー
ル
ズ
で
あ
り
、
井
上
達
夫
先
生
も
そ
の
点
を
痛
烈
に
批
判
さ
れ
て
い

ま
す
よ
ね
。
私
も
井
上
先
生
と
同
じ
で
、「
正
／
善
」
二
分
法
は
と
て
も
魅
力
的
で
説
得
力
の
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
は
こ
の
二
分
法
を
価
値
世
界
の
構
造
化
手
法
の
一
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、good

を
「
財
」

で
は
な
く
「
善
」
と
訳
し
て
い
る
次
第
で
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
訳
し
分
け
は
、
価
値
世
界
の
可
視
化
あ
る
い
は
計
測
化
・
数
量

化
と
い
う
極
め
て
重
要
な
論
点
に
関
わ
っ
て
く
る
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
コ
ン
ト
ラ
バ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。
が
、
そ
の
点
に
は
こ
こ
で
は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。

　
　

さ
て
、
正
義
は
、
特
定
の
（
人
た
ち
に
し
か
共
有
さ
れ
得
な
い
）
善
を
公
的
討
議
の
場
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
ま
す
。
他
方
で
、

特
定
の
善
は
、
正
義
が
独
占
す
る
社
会
秩
序
の
構
成
原
理
と
し
て
の
理
論
的
身
分
を
奪
お
う
と
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
善
の
横
暴

を
正
義
は
押
し
の
け
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
正
義
の
名
に
よ
り
か
か
る
普
遍
主
義
的
要
請
が
専
制
化
す
る
と
、
特

定
の
善
を
強
く
信
念
す
る
人
々
を
孤
立
さ
せ
、
か
つ
〝
狂
暴
化
〟
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
特
定
の
善
を
抱
懐
す
る

人
た
ち
の
要
求
も
、
一
定
の
条
件
下
で
、
公
的
討
議
の
場
に
招
き
入
れ
る
こ
と
が
、
寛
容
な
社
会
（
あ
る
い
は
安
全
で
安
定
的
な
社

会
）
の
建
設
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
定
の
善
に
固
執
す
る
と
し
て
も
、
自
ら
の
信
念
を
放
歌
高
唱
す
る
だ

け
で
は
だ
め
で
、
そ
れ
を
正
義
を
規
整
理
念
と
し
て
運
用
さ
れ
る
公
的
討
議
の
場
面
で
「
基
本
善
」
と
し
て
再
構
成
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
善
を
法
制
度
や
公
共
政
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

正
義
の
倨
傲
と
権
威
主
義
の
前
に
、
孤
絶
し
内
圧
を
高
め
る
「
実
存
的
要
求
」（
特
定
の
善
の
公
共
化
要
求
）
を
、
以
上
の
よ
う
な

「
基
本
善
構
築
ゲ
ー
ム
」
に
誘
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
〝
討
議
の
活
性
化
〟
と
〝
秩
序
の
安
定
化
〟
を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
、
私

の
戦
略
で
す
。
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も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
発
想
に
は
異
論
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
公
的
討
議
に
「
実
存
的
生
のvoice

」
を
招
き
入
れ
る
こ
と
は

樋
口
陽
一
先
生
な
ど
は
批
判
的
普
遍
主
義
の
観
点
か
ら
当
然
に
「
一
線
を
画
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
予
告
し
て
い
た
と
こ
ろ（

（5
（

、

「
肝
心
か
な
め
の
す
る
ど
い
指
摘
を
つ
け
加
え
る
」
と
の
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た（

（5
（

。
実
存
的
生
の
誘
惑
に
抗
し
つ
つ
、
な
お
正
義

の
テ
ス
ト
に
よ
る
裁
断
を
要
請
し
続
け
、
公
的
討
議
を
持
続
で
き
る
よ
う
な
「
雑
種
文
化
」
を
創
り
出
す
「
理
論
や
技
法
」
を
、

駒
村
は
い
か
に
し
て
編
み
出
す
の
か
、
と
励
ま
し
と
も
叱
正
と
も
つ
か
ぬ
評
価
を
樋
口
先
生
は
く
だ
さ
い
ま
し
た（

（5
（

。

　
　

ま
た
、「
基
本
善
」
の
概
念
射
程
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ー
ル
ズ
も
、
基
本
的
人
権
レ
ベ
ル
の
普
遍
性
を
持
っ
た
善
や

prim
ariness

の
あ
る
善
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
憲
法
に
掲
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
普
遍
性
を
持
っ
た
善
を
そ
れ
に
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
私
の
「
基
本
善
」
は
も
う
少
し
射
程
が
広
く
、
時
代
的
要
請
に
照
ら
し
な
が
ら
、
法
令
レ
ベ
ル
で
形
成
さ
れ

る
べ
き
法
制
度
を
支
え
得
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
善
も
含
み
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
は
基
本
善
の
普
遍
性
やprim

ariness

を
希
釈
化
さ

せ
す
ぎ
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三　

結
婚
・
基
本
善
・
親
密
関
係

吉
川
：
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ロ
ー
ル
ズ
本
家
の
語
彙
や
議
論
枠
組
み
と
の
対
応
は
一
旦
脇
に
お
い
て
、
こ
こ
で
は
一
点
、

駒
村
先
生
の
語
彙
や
枠
組
み
に
即
し
て
確
認
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
婚
姻
制
度
そ
れ
自
体
が
「
基
本
善
」
と
い
う
こ
と
で
本
当
に
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
先
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
―
―
あ
る
い
は
そ
う
再
構

成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
―
―
考
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
従
来
の
婚
姻
制
度
を
支
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
実
体
的
な
価
値
の

重
要
性
を
、
基
本
善
構
築
ゲ
ー
ム
に
持
ち
込
ん
で
、
正
面
か
ら
議
論
す
る
。
そ
の
中
で
、
一
定
の
善
が
「
基
本
善
」
と
し
て
の
地

位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
―
―
最
初
に
い
た
だ
い
た
応
答
の
第
二
点
に
か
か
わ
り
ま
す
が
―
―
親
密
性
や
親
密
関
係



108

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）

と
い
っ
た
価
値
が
「
基
本
善
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
異
性
婚
の
み
を
認
め
て
い
た
婚
姻
制
度
が
、

そ
こ
か
ら
問
い
直
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
理
解
な
い
し
再
構
成
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
先
生
の
い
う
「
基
本
善
」
と
し
て
挙
げ

れ
る
べ
き
な
の
は
、
婚
姻
（
制
度
）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
親
密
性
や
親
密
関
係
な
ど
の
実
体
的
な
価
値
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
明
確
化
の
た
め
の
質
問
の
つ
も
り
で
す
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
価
値
を
め
ぐ
る
議
論
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
実
体
的
な
憲
法
解
釈
論
の
中
で
、
例
え
ば
婚
姻
の

自
由
や
婚
姻
制
度
の
保
障
根
拠
や
趣
旨
が
何
な
の
か
、
と
い
う
か
た
ち
で
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
に
憲
法
解
釈
論
と
の
接
続
が
あ
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
そ
う
で
す
ね
。
基
本
善
の
一
般
論
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
の
で
、
次
に
婚
姻
と
い
う
具
体
的
な
制
度
に
そ
れ
を
あ
て
は
め

る
際
の
問
題
に
移
り
ま
し
ょ
う
か
。

　
　

二
〇
二
四
年
の
後
半
く
ら
い
か
ら
、
同
性
愛
の
当
事
者
た
ち
が
提
起
し
た
訴
訟
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
立
法
措
置
に
つ

い
て
も
、
国
会
に
出
向
い
て
お
話
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
論
旨
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　
「
婚
姻
件
数
も
婚
姻
率
も
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
法
律
婚
制
度
は
オ
ワ
コ
ン
に
な
る
。
そ
し
て
そ
う
遠
く
な

い
時
期
に
法
律
婚
制
度
そ
の
も
の
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
違
憲
の
疑
い
を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
思
潮
が
必
ず
や

高
ま
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
事
実
問
題
と
し
て
も
理
論
的
問
題
と
し
て
も
、
法
律
婚
制
度
の
基
盤
は
揺
ら
い
で
い
る
。
そ
ん
な
動
向

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
婚
に
参
入
を
求
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
同
性
カ
ッ
プ
ル
と
選
択
的
夫
婦
別
姓
論
者
だ
。
保
守
派
と

言
わ
れ
る
方
た
ち
は
、
法
律
婚
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
法
律
婚
を
支
え
よ
う
と
す
る
こ
れ
ら
の
人
た
ち

を
よ
り
に
も
よ
っ
て
排
除
す
る
の
か
？　

私
が
保
守
派
で
あ
れ
ば
『
い
や
あ
、
よ
く
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
』
と
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
。」



109

同性婚と憲法学
　
　

婚
姻
と
い
う
制
度
は
決
し
て
永
遠
に
不
動
の
も
の
で
は
な
く
、
変
化
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
は
、
意
見
書
に
も
書
き
ま

し
た
よ
う
に
、
憲
法
二
四
条
を
審
議
し
た
帝
国
議
会
の
段
階
で
既
に
担
当
大
臣
で
あ
っ
た
金
森
徳
次
郎
自
身
そ
の
よ
う
な
方
向
を

示
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　

二
〇
一
五
年
に
梨
花
女
子
大
学
と
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
共
催
の
下
、
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、「
家
族
」

を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
か
ら
参
加
し
た
多
く
の
方
た
ち
と
近
未
来
の
家
族
の
か

た
ち
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
私
は
「
法
的
保
護
に
値
す
る
、
あ
る
い
は
法
的
保
護
を
要
す
る
親
密
な
関
係
の
形
態
は
現

在
の
通
常
の
婚
姻
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
。
人
生
一
〇
〇
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
先
立
た
れ
た
人
た
ち
が
例
え
ば
男
三
人
く
ら
い
で
親

密
な
共
同
体
を
形
成
し
、
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
モ
ー
ド
に
も
法
的
保
護
が
与
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
っ
た
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
か
ら
婚
姻
は
可
変
的
な
概
念
で
あ
っ
て
、
し
か
も
少
子
高
齢
化
が
亢
進
す
る
時
代
に
お
い

て
は
遠
か
ら
ぬ
将
来
に
変
動
が
始
ま
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
　

先
に
ご
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
既
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
レ
イ
ク
の
最
小
結
婚
論
な
ど
が
日
本
で
も
よ
く
読
ま
れ
始
め
て
い
ま

す
し
、
反
婚
・
廃
婚
の
主
張
も
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
正
／
善
二
分
論
で
言
え
ば
、
法
律
婚
は
、
適
齢
を
超
え
た
一
対

の
親
密
関
係
に
あ
る
者
た
ち
の
永
続
的
忠
誠
を
保
護
す
る
と
い
う
意
味
で
、
特
定
の
善
の
構
想
だ
け
を
特
権
的
に
保
護
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
正
義
に
公
然
と
反
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
挑
戦
を
受
け
て
い
ま
す（

（5
（

。
ま
た
、
こ
れ
は

弁
護
団
の
方
た
ち
に
も
一
部
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
同
性
婚
の
実
現
を
民
法
上
の
法
律
婚
と
し
て
異
性
カ
ッ
プ

ル
と
同
等
に
処
遇
す
る
こ
と
、
私
は
こ
の
選
択
が
最
も
安
全
で
素
直
で
あ
る
と
考
え
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
唯
一
の
解
法
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
準
婚
姻
と
か
（
文
字
通
り
の
）
同
性
婚
な
ど
と
い
う
、
法
的
保
護
等
に
お
い
て
は
異
性
婚
と
可
能
な
限

り
同
等
の
も
の
を
提
供
す
る
制
度
も
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
あ
り
得
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
、
異
性
婚
を
相
対
化
す
る
こ
と
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も
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
二
つ
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
二
級
市
民
扱
い
す
る
に
等
し
い
と
い

う
批
判
も
あ
り
ま
す
。
が
、
ま
さ
に
そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に
こ
そ
、
準
婚
姻
・
同
性
婚
を
異
性
婚
と
対
等
な
制
度
に
育
て
て
い
く

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
道
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
　

も
っ
と
も
、
異
性
婚
と
同
性
婚
を
制
度
形
成
に
お
い
て
別
建
て
に
す
る
に
は
「
合
理
的
理
由
」
が
必
要
で
、
そ
れ
は
今
の
と
こ

ろ
、
生
殖
可
能
性
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
今
度
は
、
異
性
カ
ッ
プ
ル
で
子
供
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

カ
ッ
プ
ル
あ
る
い
は
子
供
を
設
け
る
つ
も
り
の
な
い
カ
ッ
プ
ル
は
、
生
殖
を
前
提
と
し
た
制
度
に
は
与
し
た
く
な
い
と
い
う
理
由

で
同
性
婚
の
利
用
を
求
め
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
憲
法
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　

以
上
の
よ
う
な
見
立
て
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
と
訴
訟
で
何
を
訴
え
る
か
は
や
は
り
別
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

訴
訟
は
、
理
論
の
お
そ
ら
く
最
良
の
テ
ス
ト
の
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
理
論
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
み
出
す
継
続

的
探
究
に
当
事
者
た
ち
を
お
付
き
合
い
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
理
論
の
可
変
性
を
前
提
に
司
法
的
判
断
を
い
つ

ま
で
も
オ
ー
プ
ン
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
司
法
は
原
則
と
し
て
過
去
に
起
き
た
こ
と
に
対
し
て
時
限
的
な
解
決
を
提
示
し
、

今
を
生
き
る
人
の
要
請
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
廃
婚
論
や
反
婚
論
は
少
な
く
と
も
原
告
の
側
が
提
起
す
る
論
点

で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

さ
て
、
こ
こ
で
吉
川
さ
ん
が
展
開
し
た
私
見
に
対
す
る
具
体
的
な
批
判
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
吉
川
さ

ん
は
、
私
の
考
え
る
基
本
善
構
築
ゲ
ー
ム
に
立
つ
と
し
て
も
、
こ
こ
で
基
本
善
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
立
つ
べ
き
も
の
は
、
婚
姻
あ
る

い
は
結
婚
で
は
な
く
、
親
密
性
あ
る
い
は
親
密
関
係
な
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
認
め
て
も
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
で
す
。

　
　

基
本
善
は
、
特
定
の
善
で
し
か
な
い
も
の
が
、
公
的
討
議
の
過
程
に
お
い
て
、
正
義
の
統
制
を
受
け
つ
つ
自
ら
を
再
編
し
、
と

り
え
ず
正
義
の
テ
ス
ト
を
パ
ス
し
、
一
定
の
普
遍
性
を
獲
得
し
て
基
本
善
の
資
格
を
与
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
当
面
、
法
制
度
や
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政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
基
本
善
構
築
ゲ
ー
ム
の
流
れ
で
し
た
。
例
え
ば
、
封
建
的
家
族
制
度
は
新
憲
法

の
下
で
、
個
人
の
尊
重
や
契
約
論
的
発
想
あ
る
い
は
平
等
な
ど
の
規
範
的
統
制
を
受
け
て
、
現
在
の
法
律
婚
に
再
編
さ
れ
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
結
婚
」「
婚
姻
」
を
基
本
善
と
見
て
、
そ
の
制
度
化
が
「
法
律
婚
」
で
あ
る
と
い
う
関
係
が

あ
り
、
法
律
婚
は
「
制
度
化
さ
れ
た
基
本
善
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
は
視
点
の
置
き
方
の
問
題
で
あ
っ
て
、

普
遍
性
の
度
合
い
で
区
別
さ
れ
る
得
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
基
本
善
と
呼
ん
で
か
ま
わ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
婚
姻
や
結
婚
は
原
則
と
し
て
適
齢
を
超
え
た
一
対
の
当
事
者
が
精
神
的
・
肉
体
的
な
永
続
的
結
合
関
係
を
結
ぶ
こ
と

を
言
い
、
そ
れ
を
法
的
に
保
護
す
る
も
の
が
法
律
婚
（
や
同
性
婚
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
婚
姻
や
結
婚
と
い
う
基

本
善
を
さ
ら
に
普
遍
性
の
高
い
抽
象
的
な
価
値
と
し
て
表
現
す
れ
は
、
そ
れ
は
「
親
密
性
」「
親
密
関
係
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
ソ
ウ
ル
で
行
っ
た
発
言
に
あ
る
よ
う
な
、
二
人
以
上
の
人
（
男
性
三
名
で
も
女
性
二
名
男
性
二
名
で
も
）

が
一
つ
の
小
共
同
体
を
結
成
し
、
人
生
を
相
互
に
支
え
合
う
誓
約
を
し
て
、
こ
れ
を
法
的
に
保
護
す
る
仕
組
み
が
登
場
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
さ
に
「
制
度
化
さ
れ
た
親
密
関
係
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
基
本
善
は
、
そ
の
普
遍
性
の
度
合
い
に
よ
っ

て
い
く
つ
か
の
レ
イ
ヤ
ー
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
イ
ヤ
ー
が
時
代
環
境
の
変
遷
や
理
論
の
成
熟
に
よ
っ
て
変
動
し
、
そ
の
縦

の
連
関
構
造
を
変
質
さ
せ
て
い
く
わ
け
で
す
（
親
密
性

⇔

婚
姻
・
結
婚

⇔

法
律
婚
制
度
）。

　
　

先
に
挙
げ
ま
し
た
反
婚
・
廃
婚
は
、
親
密
性
・
親
密
関
係
の
基
本
善
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
ト
ー
タ
ル
に
否
定
す
る
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
私
が
示
し
た
よ
う
な
多
様
性
に
開
か
れ
た
親
密
関
係
の
制
度
化
を
促
進
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
動
き
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
私
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

た
だ
、
将
来
巻
き
起
こ
っ
て
く
る
結
婚
・
婚
姻
と
い
う
基
本
善
の
再
編
動
向
は
反
婚
・
廃
婚
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

親
密
関
係
が
基
本
善
で
あ
る
と
す
る
と
、「
子
を
産
み
育
て
る
こ
と
」
も
ま
た
基
本
善
で
し
ょ
う
。
国
家
は
、
主
権
＋
領
域
＋
構

成
員
の
三
要
素
か
ら
な
り
、
構
成
員
つ
ま
り
国
民
が
い
な
い
と
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
国
家
は
本
質
的
に
国
民
の
再
生
産
に
関
心
を
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持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
生
殖
能
力
や
出
産
・
育
児
を
そ
れ
こ
そ
真
正
面
か
ら
支
援
す
る
家
族
制
度
の
再
編
が
行
わ
れ
る
可

能
性
は
皆
無
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
現
在
の
法
律
婚
制
度
を
も
っ
と
狭
隘
化
し
、
出
産
証
明
あ
る
い
は
懐
妊
証
明
を
提
出
し
た
カ

ッ
プ
ル
に
の
み
婚
姻
を
認
め
る
と
い
う
制
度
が
出
て
く
る
可
能
性
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
方
向
は
、
反
婚
・
廃

婚
論
と
一
部
共
闘
で
き
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。

　
　

ま
あ
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
よ
う
な
論
争
の
帰
趨
を
見
極
め
て
か
ら
判
決
を

下
す
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
か
ら
ね
。

吉
川
：
　
論
文
を
拝
読
し
た
と
き
に
、
私
は
先
生
の
い
うprim

ary goods

を
基
本
的
に
ロ
ー
ル
ズ
の
定
義
に
即
し
て
理
解
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
先
生
の
い
う
「
婚
姻
」
も
、
ほ
か
の
可
能
性
を
一
応
想
定
し
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
制
度
化
さ
れ
た
婚
姻
、
つ

ま
り
「
法
律
婚
」
を
指
す
も
の
と
把
握
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、《
婚
姻
（
制
度
）
は
基
本
善
の
ひ
と
つ
だ
》
と

い
う
主
張
に
は
、
理
解
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
し
か
し
、
ご
説
明
を
受
け
て
、
ロ
ー
ル
ズ
の
語
彙
と
の
距
離

も
含
め
た
駒
村
先
生
の
独
自
の
議
論
枠
組
み
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

四　
「
意
味
の
秩
序
」
論
の
二
面
性

吉
川
：
　
先
ほ
ど
い
た
だ
い
た
応
答
に
は
、【
提
題
】
に
書
い
た
他
の
問
い
―
―
特
に
「
意
味
の
秩
序
」
論
に
関
す
る
も
の
―
―
へ

の
応
答
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
現
行
の
婚
姻
（
異
性
婚
）
と
区
別
さ
れ
た
制
度
と
し
て
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
保
護
す
る
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、「
意
味
の
秩
序
」
論
、
よ
り
具
体
的
に
は
「
二
級
市
民
化
」
へ
の
懸
念
か
ら
の
批
判
が
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
今
般
の
問
題
と
の
関
係
で
は
、
駒
村
先
生
と
し
て
は
、「
意
味
の
秩
序
」
論
を
憲
法
論
の
平
面
で
立
法
裁

量
を
統
制
す
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
、
と
い
う
立
場
を
明
確
さ
れ
た
と
理
解
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
「
意
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味
の
秩
序
」
論
文
で
は
、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
を
根
城
と
し
て
、
そ
の
輪
を
拡
大

し
、
む
し
ろ
『
婚
姻
』
と
い
う
概
念
を
無
効
化
す
る
や
り
方
」（

（5
（

、
あ
る
い
は
、
法
律
婚
と
い
う
「
優
位
に
立
つ
階
層
へ
の
包
摂
」

で
は
な
く
「
劣
位
に
立
つ
者
た
ち
の
屹
立
に
よ
る
〔
意
味
の
〕
秩
序
の
構
造
転
換
」
と
い
う
方
向
性（

（5
（

も
提
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、「
意
味
の
秩
序
」
論
は
、
必
ず
し
も
憲
法
法
理
と
し
て
《
分
離
》
解
消
と
い
う
一
方
だ
け
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

駒
村
：
　
同
性
婚
訴
訟
の
原
告
た
ち
が
求
め
て
い
る
の
は
、「
同
性
婚
」
と
い
う
特
別
な
婚
姻
制
度
の
樹
立
で
は
な
く
、
現
行
民
法

が
異
性
カ
ッ
プ
ル
に
認
め
て
い
る
婚
姻
を
そ
の
ま
ま
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
も
認
め
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
た
ち
は
「
同

性
婚
訴
訟
」
と
い
う
名
称
に
は
距
離
を
置
き
、
正
式
に
は
自
ら
の
訴
訟
を
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
と
呼
称
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
流
れ
で
、
現
に
い
く
つ
か
の
地
裁
判
決
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
性
愛
者
た
ち
に
は
、
異
性
愛
者

た
ち
と
は
別
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
や
準
婚
姻
制
度
（
同
性
婚
制
度
）
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
憲
法
適
合
的
な
対

応
が
可
能
で
あ
る
と
見
る
主
張
に
対
し
て
は
強
い
反
発
を
抱
い
て
い
ま
す
。
別
制
度
で
対
応
す
る
こ
と
は
、「
二
級
市
民
」
扱
い

す
る
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
別
制
度
対
応
で
は
、
つ
ま
り
、
端
的
に
同
じ
制
度
的
対
応
で
な
け
れ
ば
、
憲
法
上
の
平
等

違
反
の
問
題
を
必
ず
し
も
解
消
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
方
向
性
は
、
既
に
福
岡
高
裁
判
決
（
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
一
二

月
一
三
日
）
が
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
が
、
福
岡
高
裁
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
よ
う
な
も
の
を

導
入
し
て
も
保
護
さ
れ
な
い
法
的
利
益
が
残
存
す
る
の
で
、
本
当
の
意
味
で
対
等
に
利
益
が
配
分
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、

な
の
で
一
四
条
問
題
が
残
る
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。「
意
味
」
の
配
分
が
不
平
等
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　

で
は
、
配
分
さ
れ
る
利
益
や
負
う
べ
き
義
務
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
た
だ
名
称
だ
け
が
異
な
る
「
同
性
婚
」
が
導
入
さ
れ
た
場

合
ど
う
な
る
の
か
。
民
法
と
い
う
基
本
六
法
の
下
で
認
め
ら
れ
る
正
統
的
婚
姻
と
同
性
婚
と
い
う
新
奇
な
婚
姻
と
の
間
で
、
正
統

派
か
ら
な
お
も
区
別
と
い
う
名
の
排
除
を
受
け
て
い
る
同
性
愛
者
た
ち
は
、
異
性
愛
者
が
属
す
る
一
級
市
民
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
資
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格
を
剝
奪
さ
れ
た
ま
ま
の
二
級
市
民
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
意
味
の
配
分
に
お
い
て
は
画
然
た

る
差
別
が
残
る
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

　
　
「
二
級
市
民
」
と
い
う
言
葉
の
含
意
に
も
よ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
婚
姻
」
と
い
う
正
統
に
対
し
て
「
同
性
婚
」
は
〝
異
端
〟

で
あ
る
と
い
う
「
意
味
の
秩
序
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
差
別
的
な
帰
結
を
言
い
表
す
タ
ー
ム
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
に
含
ま
れ
る
利
益
や
承
認
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
っ
て
も
別
建
て
の
制
度
の
併
設
が
も
た
ら
す
弊
害
（
差
別
）
は
「
意
味
の

秩
序
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
来
る
わ
け
で
す
。
正
統
的
な
婚
姻
制
度
と
い
う
意
識
が
相
対
化
し
、「
意
味
の
秩
序
」
が
変
わ
っ
て

し
ま
え
ば
、「
二
級
市
民
」
を
生
み
出
す
よ
う
な
差
別
的
性
格
も
希
釈
化
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
　
「
意
味
の
秩
序
」
は
動
態
的
な
も
の
で
歴
史
的
な
変
化
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
所
が
「
国
民
の
意
識
の
変
化
」
を

語
る
と
き
、
私
は
こ
の
「
意
味
の
秩
序
」
を
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
変
化
す
る
「
意
味
の
秩

序
」
の
断
面
を
ど
う
切
り
取
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
含
意
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
が
、
裁
判
で
用
い
ら
れ
る

そ
れ
は
、
基
本
的
に
、
既
存
の

0

0

0

秩
序
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
基
礎
に
権
利
や
自
由
の
内
包
や
外
延
、
規
制
や
制
限
の
帯
び
る
侵
害
性

の
強
度
が
画
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
役
割
を
「
意
味
の
秩
序
」
論
は
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
に
「
意
味
の
秩
序
」
論
は
、
既
存
の
秩
序
が
法
的
概
念
の
造
型
へ
も
た
ら
す
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
問
う
も
の
で
、

そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
は
静
態
的
な
用
法
で
す
。
が
、
他
方
で
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
態
的
用
法
も
あ
り
得
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
意
味
の
秩
序
」
を
固
定
化
さ
れ
た
既
存
秩
序
と
捉
え
て
、
そ
の
発
す
る
含
意
を
法
的
判
断
に
応
用
し
よ
う
と
す
る
静
的
な
も
の

と
は
異
な
り
ま
す
。
む
し
ろ
、「
意
味
の
秩
序
」
を
固
定
化
せ
ず
、
そ
の
改
変
を
求
め
る
挑
戦
の
対
象
と
し
て
位
置
付
け
る
方
向

を
「
動
的
な
用
法
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
あ
と
数
年
で
、
反
婚
や
廃
婚
の
主
張
が
本
格
化
す
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
生
殖
能
力
の
尊
重
と
維
持
を
ま
っ
こ
う
か
ら
核
心
と
す
る
家
族
制
度
の
主
張
も
台
頭
し
て
く

る
と
予
測
し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
家
族
の
在
り
方
が
再
問
さ
れ
る
日
が
近
い
将
来
来
る
で
し
ょ
う
。
同
性
婚
を
現
行
婚
姻
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制
度
と
は
別
建
て
で
組
み
立
て
る
方
向
を
私
が
排
除
し
な
い
の
は
、
そ
の
こ
と
が
む
し
ろ
既
存
の
「
意
味
の
秩
序
」
を
相
対
化
し
、

新
し
い
そ
れ
に
向
か
っ
て
い
く
契
機
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
　

同
性
愛
者
の
中
で
も
同
性
婚
訴
訟
に
冷
や
や
か
な
人
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
ま
さ
に
意
識
し
て
い
て
、
婚
姻
の
自
由
を
対

等
に
求
め
る
こ
と
よ
り
も
、
婚
姻
制
度
を
相
対
化
す
る
た
め
に
も
現
行
の
婚
姻
制
度
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
ま
ず
は
解
放
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
現
行
婚
姻
制
度
と
区
別
さ
れ
た
同
性
婚

0

0

0

で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
む
し
ろ
そ
れ
を

正
統
な
制
度
に
育
て
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。「
意
味
の
秩
序
」
論
は
、
私
た
ち
の
権
利
や
自
由
の
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
を
よ
り
開
放
的
に
、
あ
る
い
は
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
を
与
え
、
そ
の
た
め
に
は
何
に
挑
戦
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

私
自
身
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
弁
護
団
の
方
た
ち
に
語
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
が
、
基
本
的
に
過
去
志
向
的
な
裁
判
に
お
い
て
、

右
に
述
べ
た
婚
姻
の
意
味
に
つ
い
て
の
動
的
用
法
を
語
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
原
告
に
は
自
ら
が
欲
す
る
利
益
状
況
の
獲
得
の
た

め
に
裁
判
に
訴
え
る
権
利
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
、
社
会
公
共
が
手
に
し
得
る
、
あ
る
い
は
手
に
す
べ
き
、
近
未
来
の
制

度
様
相
の
た
め
に
闘
う
市
民
的
フ
ュ
ー
チ
ャ
リ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
行
婚
姻
制
度
に
同
性
愛
者
も
対
等
に
組
み
込

む
こ
と
を
憲
法
的
に
要
請
さ
せ
る
こ
と
も
、
既
存
の
「
意
味
の
秩
序
」
を
変
え
る
一
歩
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
す
。
将
来
の
変
化

に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
開
い
て
い
く
べ
き
こ
と
を
、
こ
の
時
点
で
広
い
射
程
で
主
張
す
る
と
、
結
局
、「
意
味
の
秩

序
」
の
変
転
を
切
り
取
る
こ
と
を
裁
判
官
に
躊
躇
さ
せ
、
問
題
の
解
決
を
先
送
り
に
さ
せ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
反
婚
・
廃
婚
や

ハ
イ
パ
ー
保
守
的
家
族
観
な
ど
の
対
応
は
、
こ
の
訴
訟
に
一
定
の
ケ
リ
を
つ
け
た
後
、
弁
護
団
を
含
む
関
係
者
た
ち
が
次
に
立
ち

向
か
う
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
方
向
で
の
議
論
も
徐
々
に
始
ま
っ
て
き
て
は
い
ま
す
。



116

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）

五　
「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
を
め
ぐ
っ
て

吉
川
：
　
こ
こ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
応
答
を
通
じ
て
、
新
し
く
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
論
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
先
生
が
意
見
書
を
書
か
れ
る
と
き
の
基
本
姿
勢
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
廃

婚
論
や
反
婚
論
は
、
現
行
の
法
制
度
（
制
度
の
不
在
）
に
よ
っ
て
苦
し
む
当
事
者
で
あ
る
原
告
た
ち
が
提
起
す
る
論
点
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
司
法
が
「
今
を
生
き
る
人
の
要
請
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
見
方
も
、
ひ
と
つ
の
合
理
的
な
見
方

か
と
思
い
ま
す
。
他
方
で
、
憲
法
学
者
と
し
て
の
駒
村
先
生
が
、
第
一
次
的
に
は
「
理
論
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
み
出
す
継
続
的

探
究
」
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
実
の
訴
訟
や
司
法
実
務
の
世
界
と
、
先
生
が
本
拠

と
し
て
い
る
「
理
論
」
の
世
界
は
、
相
対
的
に
別
の
世
界
で
あ
る
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
憲
法
学
者
と
し

て
意
見
書
を
書
く
駒
村
先
生
は
ど
う
な
の
か
。
先
生
は
、
最
初
の
応
答
の
第
三
点
で
、「
研
究
と
裁
判
は
、
も
ち
い
る
リ
ソ
ー
ス

も
言
葉
遣
い
も
異
な
り
ま
す
が
、
い
か
に
裁
判
官
の
琴
線
に
触
れ
る
言
葉
を
研
究
者
が
つ
む
げ
る
か
、
を
常
に
意
識
し
て
き
た
つ

も
り
で
す
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
単
に
、
説
得
の
た
め
の
技
術
的
な
水
準
に
お
い
て
、
語
り
方
に
工
夫

を
凝
ら
す
と
い
う
こ
と
に
留
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
更
に
踏
み
込
ん
で
、
当
事
者
の
側
に
意
識
的
に
た
ち
―
―
言
い
方
が
適
切
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
―
―
半
ば
代
理
人
の
よ
う
に
語
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
の
基
本
姿
勢
は
、【
提
題
】
で
も
触
れ

た
「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
の
内
容
に
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
す
る
は
ず
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
先
生
の
姿
勢
も
含
め

て
、「
憲
法
二
四
条
二
項
」
意
見
書
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
お
考
え
、
あ
る
い
は
振
り
返
り
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

駒
村
：
　
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
法
学
と
い
う
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
本
質
に
関
わ
る
問
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
二
四
条
二
項
の

意
見
書
の
謎
解
き
を
離
れ
て（

（5
（

、
一
般
論
で
お
答
え
し
て
お
く
の
が
賢
明
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

法
学
と
い
う
の
は
学
問
で
す
か
ら
理
論
的
な
側
面
が
強
い
わ
け
で
す
が
、
同
時
に
、
実
践
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
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特
徴
的
で
す
。
哲
学
や
倫
理
に
も
「
応
用
（applied

）」
の
局
面
が
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
が
、
法
学
の
場
合
、
や
は
り
「
裁
判
」

と
い
う
《
現
場
》
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
宿
命
的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
理
念
や
原
理
や
哲
学
を
国
法
秩
序
に
取
り
込
み
、

そ
れ
を
様
々
な
法
命
題
に
鋳
直
し
て
個
別
化
し
、
最
終
的
に
は
裁
判
の
場
で
白
黒
決
着
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
事
実
と
の
照
合
を
通
じ
て
合
法
違
法
の
判
定
を
可
能
に
す
る
「
要
件
化
」
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

理
念
や
原
理
を
思
弁
的
に
語
る
だ
け
で
は
す
ま
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
理
論
家
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、《
現
場
》
を
担
っ
て

い
る
技
術
者
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
技
術
者
は
目
的
を
効
率
的
か
つ
誠
実
に
実
行
に
移
す
こ
と
が
職
責
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

提
示
し
た
目
的
に
忠
実
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
理
論
に
遊
ぶ
世
界
と
職
人
と
し
て
あ
ず
か
っ
て
る
《
現
場
》
は
「
相
対
的
に
別
の
世
界
」
で
あ
る
わ
け
で

す
が
、
世
界
は
異
な
っ
て
も
そ
こ
に
住
ま
う
人
間
は
同
一
人
物
で
す
。
純
然
た
る
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
を
保
て
な
い
こ
と
は
ご
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、《
現
場
》
か
ら
超
然
と
し
た
理
論
家
と
し
て
の
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
を
あ
く
ま
で
も
貫
く

と
い
う
構
え
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
法
学
の
負
っ
て
い
る
宿
命
か
ら
離
れ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

少
な
く
と
も
私
は
そ
う
い
う
構
え
を
と
る
こ
と
は
、
法
学
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
採
ら
な
い
つ
も
り
で
す
。
も
し
そ
の
立
場
を
採

る
の
で
あ
れ
ば
、
意
見
書
を
書
く
の
は
お
断
り
し
て
、
自
分
の
書
い
た
論
文
を
弁
護
士
が
便
宜
に
従
っ
て
引
用
す
る
の
を
、
苦
笑

し
な
が
ら
見
守
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
が
、「
意
見
書
」
を
書
く
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
姿
勢
と
は
異
な
り
、《
現
場
》
を

見
据
え
た
舌
鋒
を
考
案
す
る
、
し
か
も
、
弁
護
士
た
ち
と
協
働
し
つ
つ
考
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
意
見
書
」
の
執
筆
は
理

論
家
の
自
己
実
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
意
見
書
」
作
成
者
に
も
い
ろ
い
ろ
タ
イ
プ
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、
吉
川

さ
ん
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
「
代
理
人
」
タ
イ
プ
で
す
ね
。

　
　

ま
あ
、
学
問
の
独
立
性
や
自
律
性
か
ら
い
か
が
も
の
か
と
い
う
声
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ー
ク

が
国
王
に
対
し
て
「
法
の
支
配
」
を
語
っ
た
際
、
彼
は
、
自
然
的
理
性
（natural reason

）
と
技
術
的
理
性
（artificial reason

）
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を
区
別
し
、
王
は
前
者
を
法
律
家
は
後
者
を
担
う
こ
と
を
説
い
た
の
で
す
。
国
王
と
言
え
ど
も
容
喙
で
き
な
い
「
法
の
支
配
」
の

「
法
」
と
は
、
法
律
家
と
い
う
専
門
職
が
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
法
実
践
上
の
慣
行
の
総
体
で
す（

（5
（

。
こ
れ
は
、
法
学
者
も
含
む

法
律
家
共
同
体
が
磨
き
上
げ
た
技
術
的
な
学
知
と
実
践
を
指
す
と
解
さ
れ
、
私
自
身
は
こ
ち
ら
の
陣
営
に
（
も
）
属
す
る
の
が
法

学
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
的
理
性
に
の
み
軸
足
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
、
国
王
の
気
ま
ぐ
れ
に
翻
弄
さ
れ
、
御
用
学
者

に
な
る
の
が
せ
い
ぜ
い
、
と
い
う
よ
う
な
結
末
し
か
待
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
し
（
笑
）。
法
学
者
は
「
裁
判
」
と
い
う
《
現
場
》

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
む
し
ろ
あ
り
が
た
い
と
思
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

吉
川
：
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
紙
幅
も
超
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
あ
た
り
で
対
話
篇
を
終
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
い
た
だ
い
た
様
々
な
応
答
を
通
じ
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
法
的
承
認
を
め
ぐ
る
憲
法
論
に
お
け
る
先
生

の
立
ち
位
置
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
的
な
立
脚
点
、
そ
し
て
訴
訟
関
与
へ
の
考
え
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
深
く
伺
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
後
の
点
に
つ
い
て
先
生
は
、「
純
然
た
る
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
を
保

て
な
い
」
こ
と
も
あ
る
と
い
う
、
消
極
的
に
も
響
く
言
い
方
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
む
し
ろ
、《
現
場
》
で
の
協
働
や
試

行
錯
誤
の
な
か
で
、
先
生
が
技
術
者
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
さ
れ
る
と
同
時
に
、
理
論
家
と
し
て
の
ご
見
解
が
豊
か
に
展
開
さ
れ
、

さ
ら
に
今
後
も
発
展
さ
れ
て
い
く
の
だ
と
い
う
お
話
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
　

振
り
返
れ
ば
、
私
が
先
生
の
学
生
と
し
て
直
接
ご
指
導
を
い
た
だ
く
関
係
に
あ
っ
た
の
は
、
法
学
部
の
駒
村
ゼ
ミ
に
入
っ
た
学

部
三
年
の
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
博
士
後
期
課
程
を
単
位
取
得
退
学
し
た
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
間
に
も
、

先
生
が
新
た
に
摂
取
さ
れ
た
文
献
や
多
様
な
交
流
を
通
じ
て
、
ご
自
身
の
見
解
を
つ
ね
に
刷
新
さ
れ
て
い
く
姿
を
、
何
度
も
目
に

し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
を
も
っ
て
先
生
は
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
離
れ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
「
憲
法
行
脚
の

道
行
」
は
続
い
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
そ
の
歩
み
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

【
こ
の
対
話
は
二
〇
二
五
年
一
一
月
二
五
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
】
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（
1
）　

結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
訴
訟
、https://w

w
w
.call4.jp/info.php?id=i0000031&

type=item
s

（
最
終
閲
覧
二
〇
二
五
年

八
月
三
一
日
）

（
2
）　

駒
村
圭
吾
「
憲
法
二
四
条
二
項
に
つ
い
て
の
意
見
書
」（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
七
日
）、https://w

w
w
.call4.jp/file/

pdf/202 103/bf0980bee53168cfe5c88ef289f7559a.pdf

（
3
）　

駒
村
圭
吾
「
意
見
書
」（
二
〇
二
五
年
四
月
二
七
日
）、https://w

w
w
.call4.jp/file/pdf/202505/c0b0f4366e5735077deca108

3 45c8a1c.pdf

（
4
）　

駒
村
圭
吾
「
褪
色
す
る
〝
家
族
の
肖
像
〟
の
前
に
立
ち
す
く
む
憲
法
」
三
田
評
論online

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
九
日
）、

https://w
w
w
.m

ita-hyoron.keio.ac.jp/featured-topic/2021/11-3.htm
l

（
5
）　

駒
村
圭
吾
「
家
族
と
憲
法
―
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
法
と
社
会
」
マ
ガ
ジ
ン
9
（
二
〇
二
四
年
八
月
七
日
）、https://m

aga9.
jp/2 40807-5/

（
6
）　

駒
村
圭
吾
「
同
性
婚
と
家
族
の
こ
れ
か
ら
：
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
決
に
接
し
て
」
世
界
八
七
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
三
頁
以
下
。

（
7
）　

駒
村
圭
吾
「
同
性
婚
訴
訟
と
憲
法
解
釈
：O

bergefell v. H
odges

事
件
判
決
を
め
ぐ
っ
て
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
一
六
―
二
号
（
二

〇
一
七
年
）
二
〇
九
頁
以
下
。

（
8
）　

参
照
、
横
大
道
聡
「
駒
村
圭
吾
教
授
の
研
究
の
軌
跡
」
法
学
研
究
九
九
巻
三
号
（
二
〇
二
五
年
）
注
33
。

（
9
）　

駒
村
圭
吾
「
法
制
度
の
刷
新
と
市
民
社
会
：
米
国
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
け
る
同
性
婚
論
争
の
帰
趨
」
公
共
政
策
研
究
五
号
（
二
〇

〇
五
年
）
九
六
頁
以
下
。

（
10
）　

駒
村
圭
吾
「
道
徳
立
法
と
文
化
闘
争
：
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
に
お
け
る
ソ
ド
ミ
ー
処
罰
法
関
連
判
例
を
素
材
に
」
法
学
研
究
七
八
巻
五

号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
三
頁
以
下
。

（
11
）　

駒
村
圭
吾
「
同
性
婚
論
争
と
ア
メ
リ
カ
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
四
巻
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
二
頁
以
下
。

（
12
）　

駒
村
圭
吾
「『
意
味
の
秩
序
』
と
平
等
」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
憲
法
理
論
研
究
叢
書
20　

危
機
的
状
況
と
憲
法
』（
敬
文
堂
、
二
〇

一
二
年
）
一
二
九
頁
以
下
。
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（
13
）　

駒
村
圭
吾
「
熟
議
の
担
い
手
と
し
て
の
議
会
と
裁
判
所
」
西
原
博
史
編
『
立
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
2　

立
法
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
三
六
頁
以
下
。

（
14
）　

駒
村
圭
吾
「
家
族
と
憲
法
：『
個
人
の
尊
重
』
と
『
個
人
の
尊
厳
』
に
寄
せ
て
」
憲
法
研
究
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
三
三
頁
以
下
。

（
15
）　

駒
村
圭
吾
「
判
批
」
長
谷
部
恭
男
ほ
か
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
七
版
］』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
九
年
）
六
六
頁
以
下
。

（
16
）　

駒
村
・
前
掲
注（
9
）一
〇
五
頁
。

（
17
）　

駒
村
に
よ
る
討
議
民
主
政
研
究
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
「
討
議
民
主
政
の
再
構
築
：
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
『
合
意
モ
デ
ル
』
と
『
挑
戦

モ
デ
ル
』」
中
村
睦
男
・
大
石
眞
編
『
上
田
章
先
生
喜
寿
記
念
論
集　

立
法
の
実
務
と
理
論
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
）
三
頁
以
下
、
駒

村
圭
吾
「
討
議
民
主
政
論
の
挑
戦
」
憲
法
問
題
一
七
号
（
二
〇
〇
六
年
）
九
五
頁
以
下
、
駒
村
・
前
掲
注（
10
）、
駒
村
・
前
掲
注（
13
）も

こ
の
研
究
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
関
連
す
る
業
績
と
し
て
、
参
照
、
駒
村
圭
吾
「
寛
容
の
論
法
：
善
の
開
放
的
解
釈
」
今
井

弘
道
編
『
新
・
市
民
社
会
論
』（
風
行
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
九
頁
以
下
。

（
18
）　

駒
村
・
前
掲
注（
12
）一
三
二
頁
。

（
19
）　

駒
村
・
前
掲
注（
11
）六
五
頁
注
8
。
参
照
、
石
川
健
治
・
駒
村
圭
吾
・
亘
理
格
「M

ission: A
lternative

」
法
学
教
室
三
四
二
号

（
二
〇
〇
九
年
）
三
六
、
三
八
頁
（
石
川
発
言
）。

（
20
）　

例
え
ば
、
駒
村
圭
吾
「
言
葉
／
意
味
／
権
力
：
ト
ラ
ン
プ
の
場
合
、
天
皇
の
場
合
」
法
学
研
究
九
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
一

―
二
二
頁
。

（
21
）　

駒
村
・
前
掲
注（
12
）一
二
九
頁
。

（
22
）　

参
照
、
同
上
。

（
23
）　

同
上
、
一
三
六
―
三
七
頁
。
同
様
の
問
題
意
識
が
連
邦
地
方
裁
判
所
の
判
決
の
中
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
上

一
三
七
―
三
八
頁
（
同
性
婚
を
明
示
的
に
禁
止
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
州
憲
法
修
正
を
違
憲
と
判
断
し
た
連
邦
地
方
裁
判
所
の
判
決

を
紹
介
）。

（
24
）　

同
一
三
九
頁
。

（
25
）　

駒
村
・
前
掲
注（
2
）二
五
頁
（「
個
人
の
尊
厳
か
ら
は
〔
同
性
婚
〕
導
入
が
要
請
さ
れ
る
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
」（〔　

〕
内
引
用

者
））。
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（
26
）　

同
上
一
五
頁
。

（
27
）　

同
上
。

（
28
）　

同
上
二
二
頁
。

（
29
）　

同
上
二
二
―
二
三
頁
。

（
30
）　

同
上
二
三
頁
。

（
31
）　

同
上
。

（
32
）　

同
上
。

（
33
）　

同
上
（〔　

〕
内
引
用
者
）。

（
34
）　

同
上
二
四
頁
。

（
35
）　

同
上
二
五
頁
。

（
36
）　

同
上
二
二
頁
。

（
37
）　

同
上
二
頁
。

（
38
）　

札
幌
高
判
令
和
六
年
三
月
一
四
日
裁
判
所
Ｗ
ｅ
ｂ
。

（
39
）　

駒
村
圭
吾
「
同
性
婚
訴
訟
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
：
札
幌
高
裁
判
決
を
い
か
に
受
け
止
め
る
か
」
世
界
九
八
二
号
（
二
〇
二
四
年
）
一

八
四
頁
。

（
40
）　

東
京
高
判
令
和
六
年
一
〇
月
三
〇
日
裁
判
所
Ｗ
ｅ
ｂ
。

（
41
）　

駒
村
圭
吾
「
同
性
婚
訴
訟
、
ふ
た
つ
の
高
裁
判
決
：
高
裁
判
事
た
ち
の
挑
戦
と
そ
こ
に
宿
る
陥
穽
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
〇
巻
二
号

（
二
〇
二
五
年
）
五
〇
頁
以
下
。

（
42
）　

同
上
五
三
頁
。

（
43
）　

同
上
五
三
頁
。

（
44
）　

先
に
引
用
し
た
駒
村
の
評
価
は
「『
個
人
の
尊
重
』
と
『
個
人
の
尊
厳
』
と
い
う
抽
象
的
な
原
理
に
依
拠
し
て
、
異
性
間
と
同
性
間

の
婚
姻
の
自
由
を
同
等
に
認
め
る
」
こ
と
自
体
を
「
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
」
だ
と
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。「
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
」
と

い
う
言
葉
のconnotation

は
決
し
て
肯
定
的
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
駒
村
は
、
こ
の
論
文
で
、
駒
村
が
札
幌
高
裁
と
同
じ
く
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「
二
四
条
一
項
に
同
性
間
の
婚
姻
も
組
み
込
む
解
釈
で
勝
負
す
る
と
す
れ
ば

0

0

0

0

ど
う
考
え
る
か
」（
傍
点
原
文
）
に
つ
い
て
説
明
が
、
傍
点
を

付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
説
明
が
仮
定
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
自
身
の
立
場
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
駒
村
は
、
こ
の
論
文
で
、
札
幌
高
裁
判
決
の
よ
う
な
憲
法
二
四
条
一
項
解
釈
を
示
す
こ
と
な
く
、
既
存
の
婚
姻
制
度
へ
の
同
性
カ
ッ

プ
ル
の
包
摂
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
東
京
高
裁
判
決
を
、
よ
り
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
45
）　

横
大
道
・
前
掲
注（
8
）。

（
46
）　

駒
村
・
前
掲
注（
10
）一
三
二
頁
、
駒
村
・
前
掲
注（
7
）二
三
一
頁
。

（
47
）　

同
上
。

（
48
）　

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
（
川
本
隆
史
・
福
間
聡
・
神
島
裕
子
訳
）『
正
義
論
〔
改
訂
版
〕』（
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
の
特
に

第
一
五
節
（
一
二
三
―
一
二
八
頁
）
を
参
照
。
基
本
財
と
は
、
ロ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
「
合
理
的
な
人
び
と
が
、
他
に
ど
ん
な
も
の
を
望
ん

で
い
よ
う
と
も
、
必
ず
欲
し
が
る
も
の
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
同
ⅹ
ⅳ
。

（
49
）　

駒
村
圭
吾
「
人
権
は
何
で
な
い
か
：
人
権
の
境
界
画
定
と
領
土
保
全
」
井
上
達
夫
編
『
講
座　
人
権
論
の
再
定
位
5
人
権
論
の
再
構

築
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
頁
以
下
。

（
50
）　

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
レ
イ
ク
（
久
保
田
裕
之
監
訳
）『
最
小
の
結
婚
：
結
婚
を
め
ぐ
る
法
と
道
徳
』（
白
澤
社
、
二
〇
一
九
年
）（
特
に

第
六
章
・
第
七
章
）。

（
51
）　

駒
村
・
前
掲
注（
45
）二
二
頁
注
19
。

（
52
）　

樋
口
陽
一
「『
洋
学
紳
士
』
と
『
雑
種
文
化
』
論
の
間
：
再
び
・
憲
法
論
に
と
っ
て
の
加
藤
周
一
」
思
想
一
〇
四
六
号
（
二
〇
一
一

年
六
月
）
一
七
〇
頁
。

（
53
）　

樋
口
・
同
上
。

（
54
）　

山
田
八
千
子
編
著
『
法
律
婚
っ
て
変
じ
ゃ
な
い
？
―
結
婚
の
法
と
哲
学
』（
信
山
社
、
二
〇
二
四
年
）。

（
55
）　

駒
村
・
前
掲
注（
12
）一
四
〇
頁
。

（
56
）　

同
上
（〔　

〕
内
引
用
者
）。

（
57
）　

と
は
言
う
も
の
の
、
吉
川
氏
が
提
題
論
稿
で
詳
細
に
私
の
二
四
条
論
に
言
及
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
若
干
そ
の
「
基

本
的
な
理
路
」
に
つ
い
て
だ
け
説
明
し
て
お
き
た
い
。
二
四
条
二
項
の
「
意
見
書
」
は
、
一
項
で
は
な
く
二
項
に
つ
い
て
書
い
て
ほ
し
い
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と
い
う
依
頼
だ
っ
た
の
で
一
項
論
は
い
わ
ば
手
薄
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
私
と
し
て
は
、
婚
姻
が
制
度
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
人

は
人
と
精
神
的
・
肉
体
的
結
合
関
係
を
基
礎
と
し
て
相
互
忠
誠
を
交
わ
す
共
同
生
活
を
営
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
法
的
保
護
す

べ
き
利
益
だ
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
性
を
（
婚
姻
と
は
区
別
し
て
）「
結
婚
」
と
呼
べ
ば
、「
結
婚
の
自
由
」
は
憲
法
上
も
保
護
さ

れ
る
べ
き
だ
と
理
解
し
て
い
る
（
そ
の
よ
う
な
見
方
を
憲
法
テ
キ
ス
ト
の
ど
こ
に
着
床
さ
せ
る
の
か
と
言
え
ば
、
一
三
条
と
二
四
条
一
項

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
）。
そ
の
よ
う
な
「
結
婚
」
の
う
ち
、
国
家
が
特
に
保
護
と
承
認
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
度
化
し
た
も

の
が
「
婚
姻
」
で
あ
る
（
こ
の
あ
た
り
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
は
拙
著
作
で
は
曖
昧
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
質
的
な
問
題
で
は
な

い
）。
二
四
条
一
項
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度
と
し
て
の
「
婚
姻
」
の
自
由
を
、
明
文
に
は
な
い
が
、
含
む
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
再

婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決
で
は
「
婚
姻
を
す
る
に
つ
い
て
の
自
由
」
と
い
う
定
式
を
示
し
、
あ
た
か
も
既
存
の
制
度
化
さ
れ
た
婚
姻
を
利
用

す
る
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
同
判
決
自
体
が
既
存
の
婚
姻
制
度
を
違
憲
と
判
断
し
て
い

る
以
上
、
こ
の
定
式
が
既
存
の
制
度
の
利
用
の
自
由
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
既
存
の
制
度
と
は
別
の
な
ん
ら
か

の
実
体
を
と
も
な
う
権
利
で
あ
る
と
捉
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
が
、
一
項
の
文
言
か
ら
異
性
間
の
結
婚
が
前
提
と
さ
れ
て
き
た
こ
と

も
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
性
婚
に
対
す
る
明
示
的
な
拒
絶
を
意
味
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
を
禁
止
も
排
除
も

し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
（
こ
の
点
、
吉
川
氏
引
用
の
論
稿
に
お
い
て
、
一
項
に
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
の
自
由
を
定
位
さ
せ
る
た
め
の

解
釈
提
案
も
私
は
披
瀝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）。
そ
う
す
る
と
、
一
項
を
受
け
て
置
か
れ
て
い
る
二
項
に
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
を

支
え
る
制
度
形
成
の
可
能
性
を
見
る
こ
と
は
一
項
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
ず
、
婚
姻
の
実
態
も
そ
れ
に
対
す
る
利
益
の
切
実
性
も
異
な
ら
な

い
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
も
婚
姻
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
当
す
る
制
度
を
提
供
し
な
い
こ
と
は
、
二
項
の
個
人
の
尊
厳
や
一
四
条
の
平
等
に
反
す

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
解
釈
の
基
本
線
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
婚
姻
と
は
異
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
や
準
婚
姻
制
度

で
の
対
応
を
私
は
排
除
し
な
い
。
が
、
異
性
婚
と
同
性
婚
を
別
建
て
で
制
度
化
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
は
合
理
的
理
由
が
必
要
で
あ
る

が
、
私
の
見
る
限
り
、
両
者
を
区
別
す
る
合
理
的
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
別
建
て
は
個
人
の
尊
厳
や
平
等
に
反
す
る
可
能

性
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
両
者
を
区
別
す
る
唯
一
の
合
理
的
根
拠
が
生
殖
可
能
性
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
殖
可
能
性
の
な
い
異
性
カ
ッ

プ
ル
や
子
を
も
う
け
る
つ
も
り
の
な
い
異
性
カ
ッ
プ
ル
が
、
既
存
の
婚
姻
で
は
な
く
、
新
た
に
設
け
ら
れ
る
別
建
て
の
婚
姻
制
度
で
届
出

を
出
し
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
時
の
対
応
を
ど
う
す
べ
き
か
も
問
わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
58
）　

駒
村
圭
吾
「
Ａ
Ｉ
裁
判
官
の
良
心
？
―
Ａ
Ｉ
時
代
の
『
法
の
支
配
』
再
論
」
瀧
川
裕
英
他
編
『
井
上
達
夫
先
生
古
希
記
念
・
法
哲
学
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と
い
う
企
て
』（
二
〇
二
五
年
、
信
山
社
）
四
五
六
―
四
五
八
頁
。

【
付
記
】
対
話
後
、
同
性
婚
を
認
め
て
い
な
い
現
行
の
民
法
等
を
合
憲
と
判
断
し
た
、
東
京
第
二
次
訴
訟
の
高
裁
判
決
（
令
和
七
年
一
一
月

二
八
日
）
に
接
し
た
。




